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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
協
働
し
て
認
知
症
へ
の
正

し
い
理
解
や
接
し
方
な
ど
の
支
援

を
学
ぶ「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何

か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
認
知
症
へ
の
誤
解
や

偏
見
を
な
く
し
、
本
人
や
そ
の
家

族
を
あ
た
た
か
く
見
守
る『
応
援

者
』で
す
。
ま
た
、
市
内
の
企
業

と
協
働
し
、
従
業
員
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
業
務
に
活
か
す
取
り
組
み
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

成
田
町
の
昭
和
タ
ク
シ
ー
株
式

会
社
で
開
催
さ
れ
た
講
座
で
は
、

従
業
員
の
皆
さ
ん
は
、
講
師
に
質

問
を
し
た
り
、
日
頃
の
業
務
を
振

り
返
り
な
が
ら
教
材
動
画
を
見
る

な
ど
、
忙
し
い
業
務
の
合
間
に
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

講
座
を
受
講
し
た
方
に
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
証
と
し

て「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」が
手
渡
さ

れ
ま
す
。
市
内
で
は
こ
れ
ま
で
、

４
４
７
１
人
の
方
が
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
ま

し
た
。
認
知
症
へ
の
理
解
を
進
め

る
こ
と
で
、
共
に
生
き
て
い
く
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

オレンジリング

9
月
は
認
知
症
月
間
で
す
。

実
は
意
外
と
身
近
な
認
知
症
。

あ
な
た
の
身
近
な
人
が
、
は
た
ま
た
自
分
が

認
知
症
に
な
っ
た
ら
…

認
知
症
に
な
る
こ
と
は
、
特
別
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
、
認
知
症
を「
わ
が
こ
と
」と
し

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

認知症ってどんな病気？

と　 　 　 　 　
もにまなぶ

～認知症になっても安心して暮らせる社会の実現には、
　　　　　認知症についての正しい理解を広めることが重要です～

೴のਆࡉܦ๔のಇ͖͕௿下する͜とにΑͬͯɺೝ஌ػೳ（هԱྗ΍൑அྗ）͕ ௿下͠ɺ日ৗ生׆
に支োΛ͖ͨすঢ়ଶの͜とͰすɻ
のํ͸૿Ճͯ͠いますɻ（֊ೝ஌঱のલஈ）֐者΍ܰ౓ೝ஌োױ化のਐ展とと΋にɺೝ஌঱ྸߴ

「わがこと」として考える認知症
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認知症
を

もっと知ろう

わ　　　　　　      
をひろげる

た　　　　　　　     
のしくよぼう

百歳体操
については
こちらから

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

認
知
症
と
な
っ
た
ご
本
人
、
と

も
に
暮
ら
す
家
族
や
友
人
、
そ
れ

ぞ
れ
に「
気
持
ち
」の
変
化
が
訪
れ

ま
す
。
そ
れ
は
、
困
り
ご
と
だ
っ

た
り
、
不
安
だ
っ
た
り
。
ま
た
、

寄
り
添
お
う
と
思
っ
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
、
つ
い
怒
っ
て
し
ま
う

…
そ
ん
な
時
に
自
由
に
参
加
で
き

る
語
ら
い
の
場
が「
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
」で
す
。

東
和
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
は
や
ま
カ
フ
ェ
」で
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
施
設
の
職
員
も

参
加
し
て
お
り
、
地
域
の
情
報
交

換
や
案
内
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

初
め
て
参
加
す
る
方
で
も
安
心

で
き
る
よ
う
、
自
己
紹
介
か
ら
は

じ
ま
り
、
み
ん
な
で
体
操
や
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
語
ら
い
の
場
で

は
最
近
あ
っ
た
出
来
事
な
ど
に
思

わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

悩
ん
だ
り
塞
ぎ
こ
ん
で
い
る
気

持
ち
も
、
話
を
し
た
り
、
外
に
出

る
こ
と
で
ス
ッ
キ
リ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
悩
み
の
相
談
は
も
ち

ろ
ん
、
新
し
い
交
流
の
場
と
し
て

も
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

い
き
い
き
百
歳
体
操

い
く
つ
に
な
っ
て
も
元
気
で
い

た
い
け
れ
ど
、
年
齢
を
重
ね
る
と

難
し
い
、
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？い

き
い
き
百
歳
体
操
は
、
気
軽

に
始
め
る
こ
と
の
で
き
る
筋
力

ア
ッ
プ
の
体
操
で
、
手
や
足
に
重

り
を
付
け
て
行
う
、
ゆ
っ
く
り
と

し
た
動
き
の
体
操
で
す
。

年
齢
と
共
に
筋
力
は
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
90
歳
を
超
え
て

か
ら
で
も
筋
力
ア
ッ
プ
は
可
能
で

す
。
体
操
は
、
介
護
予
防
に
も
効

果
が
あ
る
と
実
証
さ
れ
て
お
り
、

筋
肉
を
つ
け
る
こ
と
は
、
動
き
を

軽
く
し
、
怪
我
の
防
止
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

通
い
の
場

高
齢
者
の
方
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
各
地
域
や
団
体
で
実

施
さ
れ
て
い
る
通
い
の
場
で
は
、

百
歳
体
操
な
ど
の
運
動
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
地
域
の
方
と
顔
を
合

わ
せ
て
活
動
す
る
こ
と
で
、
お
互

い
の
見
守
り
や
交
流
の
機
会
に
な

り
ま
す
。

新
た
に
活
動
し
た
い
と
考
え
て

い
る
方
へ
の
応
援
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

り
ま
す
。
仲
間
と
楽
し
く
運
動
す

る
機
会
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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枡
記
念
病
院

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長

遠え
ん
ど
う
ゆ
う
じ

藤
雄
司
医
師
よ
り

２
０
２
３
年
12
月
に
新
た
に

認
可
さ
れ
た
認
知
症
薬（
レ
カ

ネ
マ
ブ
）は
、
認
知
症
の
症
状

を
抑
制
す
る
効
果
が
期
待
で
き

る
薬
で
す
が
、
軽
度
認
知
障
害

（
認
知
症
の
前
段
階
）の
方
に
適

用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

認
知
症
の
早
期
発
見
と
早
期

治
療
が
重
要
な
理
由
は
、
早
期

に
発
見
し
な
い
と
、
治
療
の
機

会
を
逃
す
可
能
性
が
あ
る
た
め

で
す
。

早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

本
人
と
周
囲
の
人
が
、
も
の
忘

れ
が「
時
々
」で
は
な
く「
常
に
」

あ
る
と
感
じ
た
と
き
に
、
病
院

を
受
診
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
B
12
の

低
下
な
ど
を
原
因
と
す
る
治
療

可
能
な
認
知
症
も
存
在
し
ま
す

の
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
重
要
で
す
。

も
の
忘
れ
が
常
に
あ
る
と
感

じ
た
場
合
は
、
枡
記
念
病
院
認

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

枡記念病院
認知症疾患医療センター

市内の地域包括支援センター
୲౰地域 ి話 ॅ所

二本松
ୈ1地域แׅ支援センター

二本松ୈҰத学۠ߍ
（Ӌੴ・໦౻࣍࿠಺Λআく） 62�2223 ੒ాொҰஸ໨86�番地

二本松
ୈ2地域แׅ支援センター 二本松ୈ二த学۠ߍ 24�556� 安達ヶ原Ұஸ໨291番地1

二本松
ୈ3地域แׅ支援センター

二本松ୈࡾத学۠ߍ
（おΑͼӋੴ・໦౻࣍࿠಺） 62��520 ॅ٢100番地

安達地域แׅ支援センター 安達த学۠ߍ 23�826� ༉Ҫࣈೞੴ1番地2

岩代地域แׅ支援センター খ඿・岩代த学۠ߍ 24�52�2 ੢উాࣈਿ಺10番地

東和地域แׅ支援センター 東和த学۠ߍ 61��100 ଠాࣈԮϊా35番地1

困
っ
た
と
き
は
、
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

地域包括支援センター

サϩン΍体ૢɺ
௨いの৔につい
ͯ΋ͪ͜ら΁͝
相談くͩさいɻ

認知঱͋ΜしΜखҾ͖
市Ͱ͸ɺೝ஌঱についͯ
のૅج஌ࣝ΍相談ઌɺड
診ઌ౳ΛまとΊͨΨイυ
ブοΫΛ作੒ͯ͠いますɻ

ࣸਅલྻࠨ୺͕ԕ౻ҩࢣ

認知症
を

もっと知ろう

ᐩ記೦පӃ 認知঱࣬ױҩྍηンλー
　௚௨ి話：0�0�880��2308
　ฏ日̕�00～1��00
　&メール：Eementia�mc!masu�meE.oS.jp

˞認知঱࣬ױҩྍηンλーと͸ɺೝ஌঱のҩྍ相談
΍診࡯にԠ͡るઐ໳のҩྍؔػͰɺ౎道෎県஌͕ࣄ
定するපӃにઃஔされͯいますɻࢦ

◎問い合わせ…ྸߴ෱ࢱ՝แׅέΞਪਐ܎ὸʢ23ʣ3600 'BYʢ62ʣ1033

認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期
対

応
が
重
要
で
す
。
自
分
が
、
家
族

が
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
…
そ
ん

な
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た

と
き
、
相
談
の
窓
口
と
な
る
の
が

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す
。

各
中
学
校
区
ご
と
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
認
知
症
に
限
ら
ず
高
齢
者

に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
を

も
と
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や
、

関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
、
高
齢

者
と
そ
の
家
族
が
暮
ら
し
や
す
く

な
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
る
認

知
症
。
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
と

も
に
暮
ら
す
ご
家
族
の
方
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
心
配
や
困
り
ご
と
が

出
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
に
下
記
の
窓
口
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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子
ど
も
達
が
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
。
市
で
は「
子
ど
も
の
食
環
境
・

食
育
」に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

学
童
期
に
お
け
る
食
育
講
座

二
本
松
市
の
健
康
課
題
ナ
ン
バ
ー
1「
高
血
圧
」。

対
策
に
欠
か
せ
な
い
の
が
適
切
な
量
の
塩
を
摂
る「
適
塩
」。

今
年
度
は
味
の
素
株
式
会
社
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き

「
適
塩
み
そ
汁
体
験
」を
行
い
ま
し
た
。

適
切
な
塩
分
濃
度
の
み
そ
汁
に
、「
だ
し
」や「
香
味
野
菜
」な
ど
の
風
味
を
加
え
て
、

塩
分
を
増
や
さ
な
く
て
も〝
美
味
し
い
〟と
感
じ
る
味
覚
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

食
で
つ
な
が
る
食
で
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第     

弾

お
い
し
く
食
べ
る
っ
て
、
か
ら
だ
に
〝
い
い
〟

「
子
ど
も
食
育
」

�

夏
祭
り
で
ア
レ
ル
ゲ
ン
対
応
メ
ニ
ュ
ー
の
監
修

�
月
2�
日
に
二
本
松
駅
前
広
場
で「
第
1
回
に
ほ
ん
ま
つ
の
夏

祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
子
ど
も
に
も
お
祭
り
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
機
会
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う
二
本
松
商
工
会
議

所
青
年
部
・
女
性
会
の
想
い
を
受
け「
特
定
原
材
料
」8
品
目

を
使
用
し
な
い
メ
ニ
ュ
ー
を
監
修
・
提
供
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

・
健
康
な
ど
記
事
全
般
に
つ
い
て

健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

☎（
55
）５
１
０
９

'BY（
23
）１
７
１
４

・
学
童
保
育
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

☎（
55
）５
０
９
４

'BY（
22
）１
５
４
７

ಛఆࡐݪྉとはʁ
　食物ΞϨルΪーΛҾ͖͜ىす
͜と͕明ら͔にͳͬͯいる食඼
のうͪɺ঱例਺΍ॏಞ౓͕ߴい
̔඼໨の͜とͰすɻ

Ұൠతにখഴ΍ཛ͕࢖༻されͯいるύンέーΩ΋ɺ
ΞϨルήンϑϦーͳのͰ安৺ͯ͠食΂ͯ΋ら͑まͨ͠ɻ

Ͳんͳຯに
ͳ͔ͬͨͳʜʁ

おい͠くͳͬͨけͲɺ
Ԙ分ೱ౓͸มΘら
ͳ͔ͬͨΑ！

ম͖そば͸ɺถคの໙
にΞϨルήンϑϦーの
ιーεΛ࢖いɺ্͛࢓
のে༉͸খഴ不࢖༻の
΋のΛ࢖༻͠まͨ͠ɻ

ʮ適Ԙʯについͯ
おษ͠ڧます！

ʮ෩ຯʯΛ自分Ͱ
カεタϚイζ！

初めてお祭りの屋台メ
ニューを子どもに楽し
んでもらえて嬉しかっ
たです。

ಛఆࡐݪྉʮ8඼໨ʯ
ෆ࢖༻ʂ
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定
額
減
税
に
か
か
る
調
整
給

付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す

か
？

調
整
給
付
金
に
つ
い
て

納
税
者
及
び
そ
の
配
偶
者
を
含

め
た
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
、
令

和
６
年
分
の
所
得
税
か
ら
３
万
円
、

令
和
６
年
度
分
の
住
民
税
所
得
割

か
ら
１
万
円
が
定
額
減
税
さ
れ
ま

す
が
、
減
税
し
き
れ
な
い
額
が
発

生
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、

調
整
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
方
法

対
象
と
な
る
方
に
は
、
７
月
中

旬
頃
に
市
か
ら
支
給
通
知
書
ま
た

は
支
給
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
８
月
末
ま
で
に
支
給
確
認
書

を
市
へ
返
送
い
た
だ
い
て
い
な
い

方
に
は
９
月
中
に
再
度
市
か
ら
送

付
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
返
送
を

お
願
い
し
ま
す
。

支
給
確
認
書
提
出
期
限

10
月
31
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

二
本
松
市
調
整
給
付
金
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０（
７
９
３
）５
６
０

ま
た
は
税
務
課
市
民
税
係

☎（
55
）５
０
８
５

'BY（
22
）０
７
９
０

二
本
松
市
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
無
料
開
放
デ
ー

施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

毎
月
１
回「
一
般
市
民
無
料
開
放

デ
ー
」と
し
て
施
設
の
無
料
開
放

を
行
い
ま
す
。

無
料
開
放
日

原
則
毎
月
第
３
水
曜
日
の

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
１
時
～
４
時

※
令
和
６
年
度
の
無
料
開
放
日

９
月
18
日
・
10
月
16
日

11
月
20
日
・
12
月
18
日

１
月
15
日
・
２
月
19
日

３
月
19
日

※
第
３
水
曜
日
が
祝
祭
日
又
は
年

間
予
約
が
さ
れ
て
い
る
等
の
場

合
は
、
別
の
平
日
を
指
定
し
ま

す
。

対
象

二
本
松
市
民

　
　
　
（
団
体
利
用
も
可
）

使
用
可
能
コ
ー
ト

①
人
工
芝
コ
ー
ト
Ａ

②
人
工
芝
コ
ー
ト
Ｂ

③
ア
ッ
プ
コ
ー
ト

申
込
方
法

下
記
窓
口
ま
で
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15

分
ま
で（
土
日
祝
日
を
除
く
）

受
付
期
間

使
用
日
前
月
の
１
日
か
ら
使
用

日
の
前
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

☎（
62
）７
０
６
７

'BY（
22
）７
１
７
１

ま
た
は
岩
代
公
民
館

☎（
55
）２
２
６
０

'BY（
55
）２
０
７
０

二
本
松
市
空
家
除
却
費
補
助

事
業
の
追
加
募
集

老
朽
化
が
著
し
い
空
家
の
解
体

に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補
助
金

と
し
て
交
付
し
ま
す
。
市
が
現
地

の
調
査
を
行
っ
た
上
で
決
定
し
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

補
助
金
額

最
大
50
万
円（
解
体

工
事
費
の
２
分
の
１
）

募
集
戸
数

2
戸
程
度

申
請
期
限

９
月
2�
日（
金
）

※
事
前
調
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
調
査
後
、
対
象
と
な
る
場
合
に

申
請
と
な
り
ま
す
。）

※
事
前
相
談
に
は
建
物
の
外
観
写

真
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
交
付
決
定
前
に
着
手
し
た
工
事

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
年
度
内
に
工
事
を
完
了
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

建
築
住
宅
課
住
宅
係

☎（
55
）５
１
３
３

'BY（
23
）１
１
９
７

空
き
家
を
所
有
す
る
方
へ

空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
？

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
市
内
に

あ
る
空
き
家
に
つ
い
て
、
賃
貸
お

よ
び
売
却
を
希
望
す
る
所
有
者
か

ら
物
件
の
提
供
を
求
め
、市
の「
空

き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
し
た
情
報

を
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
公
開
し
、

空
き
家
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

へ
提
供
す
る
も
の
で
す
。

空
き
家
の
有
効
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
管
理
不
全
空
き
家
の

発
生
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
を
利
用
し
、
居

住
を
考
え
て
い
る
方
の
ご
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
は
無
料
で
す
。

市
で
は
仲
介
・
契
約
に
関
す
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
宅

地
建
物
業
取
引
協
会
安
達
支
部
に

手
続
き
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

秘
書
政
策
課
総
合
政
策
係

【
移
住
相
談
窓
口
】

☎（
24
）７
１
２
０

'BY（
22
）７
０
２
３

本宮市本宮字南町裡143-1（サンライズもとみや前）
0243-24-9913

夜間・休日・出張相談可（要予約）お気軽にお電話ください

義務化された相続登記のご相談を承ります。

遺産相続・土地と建物の名義変更
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二本松市長

～
市
長
か
ら
の
手
紙
～

市
民
が
主
役
。

ೋ
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二
本
松
が
生
ん
だ
世
界
的
歴
史

学
者
・
朝
河
貫
一
博
士
の
縁
で
、

二
本
松
市
と
ハ
ノ
ー
バ
ー
町
と
で

平
成
11
年
７
月
30
日
に
友
好
都
市

の
提
携
調
印
を
し
、
友
好
関
係
を

深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
26
日
か
ら
８
日
間
、
二
本

松
市「
市
民
の
翼
」中
学
生
海
外
派

遣
事
業
を
5
年
ぶ
り
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
目
的
と
し
て
は
、

朝
河
貫
一
博
士
に
縁
が
あ
る
大
学

を
訪
問
し
、
博
士
の
業
績
を
学
び
、

ア
メ
リ
カ
の
市
民
生
活
や
教
育
、

歴
史
、
産
業
、
文
化
等
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
将
来
、
国
際
的
な

視
野
に
立
っ
て
社
会
活
動
に
参
加

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で

す
。ハ

ノ
ー
バ
ー
町
で
は
町
民
の
皆

様
と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

体
験
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

皆
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
歓
迎
を
頂

き
、
ア
メ
リ
カ
の
市
民
生
活
や
文

化
な
ど
を
肌
で
感
じ
、
友
好
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

朝
河
博
士
が
学
び
、
教
鞭
を
と

ら
れ
た
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
や
、
朝

河
博
士
が
日
本
人
で
初
の
大
学
教

授
に
な
ら
れ
た
イ
ェ
ー
ル
大
学
で

は
、
図
書
館
等
に
展
示
さ
れ
て
い

る
直
筆
の
書
簡
や
手
紙
を
拝
見
し
、

国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

博
士
の
偉
業
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
は
、
タ

イ
ム
ズ
ク
ス
エ
ア
や
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
、
国
連
本
部
な
ど
を

見
学
し
、
現
地
の
大
学
生
と
の
交

流
を
図
り
、
異
文
化
に
触
れ
る
有

意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

行
動
さ
れ
日
米
の
友
好
の
架
け
橋

と
し
て
立
派
に
役
割
を
果
た
し
て

く
れ
た
こ
と
を
逞
し
く
思
う
と
と

も
に
、
こ
の
体
験
を
こ
れ
か
ら
の

人
生
で
活
か
し
、
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

国
際
平
和
を
誰
よ
り
も
強
く
望

ん
だ
不
滅
の
歴
史
家
・
朝
河
貫
一

博
士
の
高
い
志
と
広
い
学
識
に
学

び
、
そ
の
成
果
を
今
後
の
二
本
松

市
の
教
育
と
人
づ
く
り
に
活
か
し
、

平
和
を
願
っ
た
交
流
の
芽
や「
市

民
の
翼
」で
芽
生
え
た
国
際
的
な

視
野
、
感
覚
を
育
み
、
国
際
交
流

都
市
二
本
松
の
発
展
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

世
界
の
平
和
と
繁
栄
、
人
類
の

し
あ
わ
せ
を
祈
り
な
が
ら
。

新
し
い
農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た任

期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員

18
人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
19
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
方
々
と
担
当
地
区
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
。
カ
ッ

コ
内
は
担
当
地
区
）

任

期

８
月
１
日

　
　
　
　
～
令
和
９
年
７
月
31
日

農
業
委
員
会
会
長

佐
藤

勝
則

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
者

石
川

重
彦
（
木
幡
）

農
業
委
員

松
本

太
（
二
本
松
・
岳
下
）

菅
野

一
紀
（
塩
沢
）

橋
本

政
治
（
岳
下
）

佐
藤

浩　
　
（
岳
下
）

川
口

美
奈
子（
石
井
・
大
平
）

齋
藤

政
治
（
油
井
）

阿
部

正
彦
（
渋
川
）

安
齋

秀
明
（
上
川
崎
）

佐
藤

孝　
　
（
下
川
崎
）

遠
藤

伝
栄
（
小
浜
）

遠
藤

康
子
（
新
殿
）

大
内

和
長
（
新
殿
）

斎
藤

隆
博
（
旭
）

菅
野

秀
和
（
針
道
）

菅
野

正
寿
（
太
田
）

佐
藤

美
由
紀（
戸
沢
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

大
石

忠
雄（
二
本
松
・
塩
沢
）

菊
地

清
吉
（
岳
下
）

佐
藤

洋
三
（
岳
下
）

根
本

満　
　
（
岳
下
）

國
分

一
重
（
杉
田
）

菅
野

佐
太
克（
石
井
）

渡
邉

一
正
（
大
平
）

菅
沢

政
隆
（
油
井
）

渡
邊

孝
彦
（
渋
川
）

安
齋

菊
雄
（
上
川
崎
）

菅
野

稔　
　
（
下
川
崎
）

三
浦

一
也
（
小
浜
）

佐
藤

薫　
　
（
新
殿
）

佐
久
間

栄
吉（
新
殿
）

菅
野

正
信
（
旭
）

大
野

美
和
子（
針
道
）

佐
藤

安
弘
（
木
幡
）

菅
野

哲
雄
（
太
田
）

本
多

雅
彦
（
戸
沢
）

敬
老
記
念
品
を
贈
呈

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
長
寿
を
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

喜
寿
、
米
寿
、
白
寿
の
方
に
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者（
二
本
松
市
に
住
所
の
あ

る
方
）

・
喜
寿（
��
歳
）

昭
和
22
年
４
月
２
日
～
23
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
米
寿（
88
歳
）

昭
和
11
年
４
月
２
日
～
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

・
白
寿（
99
歳
）

大
正
14
年
４
月
２
日
～
15
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

贈
呈
時
期
・
方
法

９
月
9
日
～
30
日
の
間
に
ゆ
う

パ
ッ
ク
で
お
届
け
し
ま
す
。

そ
の
他

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
中
の
方
に
つ
い
て
は
、
施

設
を
通
し
て
贈
呈
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

☎（
55
）５
１
１
４

'BY（
22
）１
５
４
７
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今
月
の
両
親
学
級

安
心
し
た
出
産
に
向
け
て

一
般
コ
ー
ス

日
時
・
内
容

９
月
８
日（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
体
験

・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

と
助
産
師
交
流

・
早
産
予
防
の
た
め
の
お
口
の
手

入
れ

対
象
者

市
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
、
育
児
中
の
方
、
祖

父
母

講

師

助
産
師
・
歯
科
衛
生
士

申
込
期
限

９
月
５
日（
木
）

よ
う
こ
そ
赤
ち
ゃ
ん
コ
ー
ス

日
時
・
内
容

９
月
2�
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

・
お
産
の
進
み
方
と
退
院
後
に
役

立
つ
情
報

・
知
っ
て
お
く
と
安
心
！

「
母
乳
の
出
方
と
飲
ま
せ
方
」

対
象
者

市
内
在
住
で
妊
娠
後
期（
お
お

む
ね
妊
娠
28
週（
８
カ
月
）～
）の

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

講

師

助
産
師

申
込
期
限

９
月
24
日（
火
）

ふ
た
ご
の
交
流
会

日
時
・
内
容

９
月
５
日（
木
）

午
前
９
時
～
11
時

・
身
体
計
測
、
育
児
相
談
、
交
流

会
対
象
者

・
ふ
た
ご
・
み
つ
ご
を
妊
娠
中
の

方
・
パ
ー
ト
ナ
ー

・
ふ
た
ご
・
み
つ
ご
の
お
子
さ
ん

（
未
就
学
児
）と
保
護
者

※
就
学
後
で
も
参
加
可
能
で
す
。

申
込
期
限

９
月
2
日（
月
）

共

通

場

所
安
達
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

水
分
補
給
が
で
き
る
も
の

託

児

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
。

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
オ

ム
ツ
や
着
替
え
、
ミ
ル
ク
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

こ
ど
も
家
庭
課
母
子
保
健
係

☎（
55
）５
１
１
０

'BY（
23
）１
７
１
４

保

健

health

９
月
は「
健
康
増
進

　
　
　
　
普
及
月
間
」で
す

1
に
運
動
、
2
に
食
事
、

し
っ
か
り
禁
煙
、

　
　
　
最
後
に
ク
ス
リ

～
健
康
寿
命
の
延
伸
～

※
厚
生
労
働
省
の
統
一
標
語

で
す
。

高
齢
化
や
社
会
生
活
環
境
の
変

化
な
ど
で
、
生
活
習
慣
病（
糖
尿

病
や
が
ん
な
ど
）の
増
加
が
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
健
康
に
対
す
る
国
民

の
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
を
高
め
て
、

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
毎
年
９
月
を「
健
康
増
進

普
及
月
間
」に
定
め
て
、
県
や
市

と
共
に
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
健
康
づ
く
り
を
も
っ

と
身
近
で
取
り
組
み
や
す
い
も
の

に
、
ご
自
宅
で
の
健
康
づ
く
り
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
気
軽
に
、
楽

し
く
、
健
康
的
な
毎
日
を
目
指
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

・
１
日+

10
分
の
身
体
活
動「
ほ

ん
と
の
空
体
操
」

・
野
菜
か
ら
食
べ
始
め
る「
ベ
ジ

フ
ァ
ー
ス
ト
」

・
だ
し
や
ス
パ
イ
ス
を
上
手
に

使
っ
た「
適
塩
」

・
ふ
く
し
ま
健
民
ア
プ
リ（
カ
ー

ド
）で
お
得
に
運
動（
協
力
店
の

特
典
あ
り
）

  

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、「
体

操
」や「
食
事
」等
の
役
立
つ
情
報

を
動
画
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
筋
力
ア
ッ
プ
・
免
疫
力
ア
ッ

プ
・
活
力
ア
ッ
プ【
み
ん
な
で
健

康
づ
く
り
】」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

☎（
55
）５
１
０
９

Fax（
23
）１
７
１
４

΢ΣϒαΠτࢢ
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集
団
健（
検
）診
の
お
知
ら
せ

日
時
・
場
所

下
表
の
と
お
り

※
完
全
予
約
制
で
行
い
ま
す
。
対

象
地
区
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
来
所
い
た

だ
け
れ
ば
、
代
理
予
約
を
い
た

し
ま
す
。

予
約
方
法

【
ウ
ェ
ブ
予
約
】

24
時
間
受
付

【
電
話
予
約
】

平
日
の
み

午
前
９
時
～
午
後
５
時

０
５
０（
３
６
０
５
）４
５
０
８

・
お
掛
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合

は
、
時
間
を
空
け
て
お
掛
け
直

し
く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん（
喀
痰
）検
診

の
検
体
回
収
日（
予
約
不
要
）

検
体
回
収
で
も
資
格（
保
険
証
）

確
認
・
問
診
・
受
付（
料
金
徴
収
）

を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
が
代
理
で

提
出
さ
れ
る
場
合
、
検
査
す
る
方

の
保
険
証
・
健
康
診
断
受
診
カ
ー

ド
等
を
ご
持
参
の
上
、
来
所
し
て

く
だ
さ
い
。

平
日
は
、
紙
の
問
診
表
に
記
入

を
い
た
だ
き
ま
す
。

日
程
等

左
表
の
と
お
り

◎
問
い
合
わ
せ
…

健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

☎（
55
）５
１
０
９

Fax（
23
）１
７
１
４

【総合健（検）診】
会場 月日 時間

安達保健
福祉センター 9/10（火）～13（金）

①
②
③
④
⑤
⑥

８:00～８:30
８:30～９:00
９:00～９:30
９:30～10:00
10:00～10:30
10:30～11:00

二本松
福祉センター 9/17（火）～21（土）

東和
保健センター 9/25（水）～28（土）

岩代
保健センター 10/9(水）～12(土）

安達保健
福祉センター

10/
  18(金）、19(土）、
  21(月）～25（金）、
  27(日）～29（火）

【子宮頸がん・骨粗しょう症検診】
会場 月日 時間

二本松保健センター ９/ ３
（火） ８ :30～10:30

東和保健センター 10/ １
（火）

８ :30～ ９ :30

岩代保健センター 13:00～14:00

安達保健福祉センター 10/15
（火）

８ :30～10:30
13:00～15:00

※�子宮頸がん検診を受ける方は、ロングのフレアスカートをご用
意ください。

【乳がん検診】
※二本松・安達地域の方も受診可能になりました。

会場 月日 時間
岩代保健センター 10/ ２

（水）

①８:30～９:00
②９:30～10:00

東和保健センター ③13:00～13:30

安達保健福祉センター 10/ ３
（木） ①８:30～９:00

②９:30～10:00
③13:00～13:30二本松保健センター 10/16

（水）
※乳がん検診を受ける方は、バスタオルをご持参ください。

【大腸がん・肺がん（喀痰）検診 検体回収日】
会場 月日 時間

二本松福祉センター ９/21（土） 11:15～11:45
二本松保健センター ９/27（金） ７:30～10:00

東和保健センター ９/28（土） 11:15～11:45
10/ ４（金） ７:30～10:00

岩代保健センター 10/12（土） 11:15～11:45
10/18（金） ７:30～10:00

安達保健福祉センター 10/27（日） 11:15～11:45
11/ １（金） ７:30～10:00

弁
護
士
に
よ
る
B
型
肝
炎
特

別
措
置
法
無
料
電
話
相
談
会

集
団
予
防
接
種
に
よ
る
B
型
肝

炎
患
者
に
対
す
る
給
付
金
支
給
特

別
措
置
法
お
よ
び
認
定
手
続
き
に

つ
い
て
、
弁
護
士
が
電
話
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日

時

9
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

内

容
B
型
肝
炎
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
給
付
金
支
給
手
続
き
に
関
す
る

相
談

相
談
料

無
料

※
通
信
料
は
掛
か
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
相
談
…

全
国
B
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
・
福

島
・
山
形
事
務
所

☎
０
２
５（
２
２
３
）１
１
３
０

΢Σϒ༧໿͸
ͪ͜Β͔Β
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い
の
ち
支
え
る「
自
殺
予
防

週
間
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

９
月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
に
因
ん
で
、
毎
年
９
月
10
日

か
ら
16
日
ま
で
の
1
週
間
を「
自

殺
予
防
週
間
」と
し
、
自
殺
に
つ

い
て
の
誤
解
や
偏
見
を
な
く
し
、

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
悩
み
を
抱
え

て
い
た
ら
…

も
し
、
あ
な
た
の
周
り
に
悩
み

の
あ
る
人
が
い
た
ら
…

ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
悩
み
や
不
安
な
ど
を

伺
い
な
が
ら
、
ご
本
人
や
ご
家
族

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
、
医
療
機
関
や
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
支
援
者
と
一
緒

に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

自
分
と
大
切
な
人
の
こ
こ
ろ
を
守
る

～
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
よ
う
～

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
、
ス
ト
レ

ス
を
し
な
や
か
に
乗
り
越
え
回
復

す
る
力
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
自

分
や
周
囲
の
人
の
こ
こ
ろ
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
に
気
づ
き
、
こ
こ
ろ
を
守
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

定

員

50
人
程
度

（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

日

時

９
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
時
30
分

場

所
安
達
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講

師
福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部
災

害
こ
こ
ろ
の
医
学
講
座

公
認
心
理
師

竹
林

唯

氏

申
込
方
法

電
話
、
E
メ
ー
ル
、
か
ん
た
ん

申
請（
Q
Ｒ
コ
ー
ド
）、
左
記
窓
口

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

健
康
増
進
課
成
人
保
健
係

☎（
55
）５
１
０
９

Fax（
23
）１
７
１
４

&
メ
ー
ル

yobo@
city.nihonm

atsu.
lg.jp

9
月
23
日
は
手
話
言
語
の
国

際
デ
ー
で
す

毎
年
９
月
23
日
は
国
連
が
定
め

た「
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
」で
す
。

ま
た
、
こ
の
日
に
続
く
９
月
最
後

の
１
週
間
は「
国
際
ろ
う
者
週
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
令
和
２
年
に「
二
本

松
市
手
話
言
語
条
例
」を
施
行
し
、

手
話
の
啓
発
や
手
話
を
使
用
し
や

す
い
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。国

際
デ
ー
前
後
の
期
間
、
市
役

所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
は
手
話
に

関
す
る
啓
発
展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
に
ほ
ん
ま
つ
城
報
館
と
、

二
本
松
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
国
際
デ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
カ

ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
行
わ
れ
ま
す
。
近
く
に
お
越

し
の
際
は
、
建
物
を
照
ら
す
青
い

光
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
施
期
間

９
月
17
日（
火
）～
30
日（
月
）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
施
時
間

夕
方
～
午
後
９
時
頃

手
話
講
習
会
受
講
生
募
集

手
話
技
術
の
習
得
と
聴
覚
障
が

い
者
と
の
交
流
を
図
る
た
め
の
初

心
者
向
け
講
習
会
で
す
。

対
象
者

二
本
松
市
、
本
宮
市
、
大
玉
村

に
在
住
、
在
学
、
在
勤
し
て
い
る

方
で
、
手
話
を
学
び
、
聴
覚
障
が

い
者
と
の
交
流
を
希
望
す
る
方

日

時（
全
６
回
・
各
回
火
曜
日
）

①
10
月
８
日
②
10
月
15
日

③
10
月
22
日
④
10
月
29
日

⑤
11
月
５
日
⑥
11
月
12
日

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会

場

二
本
松
市
役
所

参
加
料

無
料

定

員

10
人（
先
着
順
）

受
付
期
間

９
月
2
日（
月
）～
30
日（
月
）

申
込
方
法

左
記
窓
口
、
ま
た
は
か
ん
た
ん

申
請（
Q
Ｒ
コ
ー
ド
）に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎（
55
）５
１
１
３

Fax（
22
）１
５
４
７

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
手
話

「
薬
・
薬
剤
・
医
薬
品
」

薬
を
調
合
す
る
意
味
の
表
現

保

健

health

福

祉

welfare

ग़య：Ұൠஂࡒ๏人શ日本Ζうあ࿈ໍ発行
ʰΘͨͨͪ͠の手話　学शࣙయᶘ 1ɦ322Αり

手ঠにࠨઌͰࢦのࢦӈ手ༀͨ͛ۂ
ԁΛඳくΑうに͜するɻ

͜͜Ζの݈߁
΢ΣϒαΠτ

͔ΜͨΜਃ੥

͔ΜͨΜਃ੥

TEL:0243-23-0795 予約制

初回相談無料! 弁護士：井上 航（福島県弁護士会所属）
二本松市若宮2-163-1
NTT二本松ビル4階

ACCESS▶警察署隣・NTTドコモ右脇入口

月～ 金
9:00～17:00
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９
月
20
日
～
26
日
は「
動
物

愛
護
週
間
」で
す

犬
・
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
ら
…

犬
・
猫
を
探
し
て
い
る
飼
い
主

の
方
、
あ
る
い
は
を
保
護
し
て
い

る
方
は
左
記
窓
口
、
ま
た
は
市
役

所
生
活
環
境
課
、
各
支
所
地
域
振

興
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４（
９
５
３
）６
４
０
０

二
本
松
警
察
署

☎（
23
）１
２
１
２

鑑
札
・
注
射
済
票

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主

は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
、

市
に
犬
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
登
録
の
際
に
配
付
さ
れ

た
鑑
札
、
狂
犬
病
予
防
注
射
の
際

に
配
付
さ
れ
た
注
射
済
票
を
犬
の

首
輪
等
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
番
号
に
よ
り
、
万
が

一
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
飼
い
主
が
見
つ
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
は
、
人
を
含
む
全
て
の

哺
乳
類
が
感
染
し
、
発
症
す
る
と

ほ
ぼ
１
０
０
％
の
確
率
で
死
亡
し

ま
す
。
飼
い
主
と
愛
犬
を
守
る
た

め
、
毎
年
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

・
犬
の
散
歩
の
際
に
は
、
必
ず

リ
ー
ド
を
装
着
し
、
フ
ン
は
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

・
首
輪
や
リ
ー
ド
の
点
検
を
定
期

的
に
行
い
、
古
く
な
っ
た
ら
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

・
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い
犬
や
猫

を
増
や
さ
な
い
よ
う
、
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
猫
は
近
隣
へ
の
迷
惑
防
止
の
た

め
に
も
、
室
内
で
飼
育
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
飼
い
主
を
明

示
す
る
迷
子
札
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

・
野
良
猫
へ
の
安
易
な
エ
サ
や
り

は
、
周
囲
へ
の
糞
尿
被
害
や
数

の
増
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。
飼

う
意
思
の
な
い
野
良
猫
へ
の
エ

サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
災
害
に
備
え
、
ペ
ッ
ト
用
避
難

用
品
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

９
月
は「
不
法
投
棄
防
止
強

調
月
間
」で
す

き
れ
い
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
の
た
め
、
市
で
は
、
不
法
投
棄

の
禁
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
道
路
脇
や
待
避
所
な

ど
に
、
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
っ
た
ご
み
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
林
道

の
法
面
な
ど
に
は
、
家
電
製
品
、

タ
イ
ヤ
、
車
両
部
品
な
ど
大
量
の

ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
全
て
不
法
投
棄
で
す
。

一
人
一
人
が
不
法
投
棄
は「
犯
罪
」

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、「
不

法
投
棄
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
は「
犯
罪
」で
す
！

通
報
が
あ
っ
た
不
法
投
棄
ご
み

の
調
査
を
し
、
状
況
に
応
じ
て
警

察
と
連
携
し
な
が
ら
、
投
棄
者
を

捜
索
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
罰
則

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１

千
万
円
以
下
の
罰
金（
法
人
等
に

あ
っ
て
は
、３
億
円
以
下
の
罰
金
）

と
な
り
ま
す
。

ご
み
出
し
を
適
切
に
行
い
ま

し
ょ
う

段
ボ
ー
ル
や
雑
誌
類
な
ど
を
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
際
に
は
、

外
れ
な
い
よ
う
に
ひ
も
で
十
字
に

束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ひ
も

で
縛
っ
て
い
な
い
も
の
は
収
集
で

き
ま
せ
ん
。

空
き
缶
の
コ
ン
テ
ナ
に
金
属
ご

み
な
ど
の
異
物
が
混
入
し
て
い
る

場
合
に
つ
い
て
、
空
き
缶
以
外
の

ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
空
き

缶
の
コ
ン
テ
ナ
に
捨
て
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
は
、
ア
ル
ミ
・
ス

チ
ー
ル
マ
ー
ク
の
あ
る
飲
料
用
の

缶
な
ど
に
な
り
ま
す
。
適
切
な
分

別
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

☎（
55
）５
１
０
３

Fax（
22
）４
４
７
９

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

環
境
衛
生

environm
ent hygiene

環
境
衛
生

environm
ent hygiene

environm
ent hygiene

肢
体
不
自
由
者
来
所
相
談
会

日

時

9
月
20
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
２
時

場

所

県
庁
北
庁
舎
１
階

福
島
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

（
福
島
市
杉
妻
町
２
‐
16
）

相
談
内
容

補
装
具（
義
肢
、
装
具
、
車
い

す
等
）の
購
入
・
修
理
、
医
療
、

そ
の
他
更
生
に
関
す
る
相
談

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
料

無
料

申
込
方
法

事
前
に
左
記
ま
で
電
話
等
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

9
月
５
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎（
55
）５
１
１
３

Fax（
22
）１
５
４
７

　　　　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
市

民
福
祉
係
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来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
へ

来
年
度
、
小
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
は
、
平
成
30
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
31
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

ご
家
庭
に
は
、
８
月
末
ま
で
に

就
学
時
健
康
診
断
実
施
通
知
書
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

通
知
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い

場
合
、
ま
た
、
本
市
へ
避
難
さ
れ

て
い
る
お
子
さ
ん
で
、
来
年
度
本

市
の
学
校
へ
入
学
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

学
校
教
育
課
管
理
係

☎（
55
）５
１
５
１

Fax（
22
）３
１
４
７

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

無
償
化
の
期
間

満
３
歳
に
な
っ
た
後
の
４
月
１

日
～
小
学
校
入
学（
３
年
間
）

※
幼
稚
園
の
場
合
は
、
入
園
で
き

る
時
期
に
合
わ
せ
て
、
満
３
歳

か
ら
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て

は
、
０
～
２
歳
ま
で
の
子
ど
も

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
施
設
・
事
業
等

①
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
で
の
教
育
・
保
育

②
認
可
外
保
育
施
設
等
で
の
保
育

③
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

④
一
時
預
か
り
事
業

⑤
病
児
保
育
事
業

⑥
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業

⑦
就
学
前
の
障
が
い
児
の
発
達
支

援
の
利
用（
３
～
５
歳
）

※
②
～
⑥
は
、
市
か
ら「
保
育
の

必
要
性
の
認
定
」を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

保
護
者
の
負
担
と
な
る
経
費

・
通
園
送
迎
費

・
食
材
料
費（
給
食
費
）

・
行
事
費

な
ど

手
続
き

対
象
と
な
る
施
設
に
入
園
・
入

所
中
の
方
に
つ
い
て
は
、
施
設
を

通
し
て
手
続
き
の
方
法
等
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
市
外
の
施

設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
な
ど
で
、

案
内
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市
外
の
保
育
所
等
を
利
用
さ

れ
て
い
る
保
護
者
の
方
へ
、

保
育
料
を
助
成
し
ま
す

次
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
お

子
さ
ん
の
保
育
料
も
対
象
と
な
り

ま
す
。
施
設
か
ら
案
内
を
受
け
取

ら
れ
て
い
な
い
方
は
下
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設

市
外
の
認
可
外
保
育
所

対
象
児
童

市
内
に
住
所
の
あ
る
児
童

助
成
内
容

下
表
の
と
お
り

助
成
方
法

利
用
し
て
い
る
施
設
を
通
し
て

助
成
し
ま
す
。

※
市
内
の
認
可
外
保
育
所
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
順
次
案

内
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
下
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

対
象
と
な
る
方
は
、
無
償
化
で

の
助
成
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

子
育
て
支
援
課
幼
保
管
理
係

☎（
55
）５
１
１
２

'BY（
22
）１
５
４
７

子
育
て

child care

ର৅事業 月্ֹֹݶ
༮ஓԂの保ҭ料

ҭͯ支援৽੍౓ࢠ・Ͳ΋ࢠ）
のର৅とͳらͳい༮ஓԂ）

25
�00ԁ

ೝՄ外保ҭࢪઃ౳の
保ҭ料

３～̑歳　3�
000ԁ
̌～２歳　42
000ԁ

༮ஓԂの༬͔り保ҭ料
11
300ԁ

（ར༻日਺ʷ450ԁ）
˞いͣれ͔௿いํ

ઃࢪ ର৅ऀ ॿ੒内༰ʢॿ੒্ֹݶʣ

ೝՄ外
保ҭ所

市民੫所ಘֹׂ48
600ԁະຬのੈଳの児ಐ 保ҭ料શֹॿ੒
˞�ͨ 所಺保ҭ所͸ɺۀࣄͩ͠
にॿ੒͠まݶの金ֹΛ্࣍
すɻ
３歳Ҏ্児ʜ月ֹ13
200ԁ
３歳ະຬ児ʜ月ֹ15
600ԁ

市民੫所ಘֹׂ5�
�00ԁະຬのੈଳの児ಐͰɺ
ୈ２ࢠҎ߱に౰ͨる児ಐ

市民੫所ಘֹׂ5�
�00ԁҎ্のੈଳの児ಐͰɺ
ʮະब学児のみʯΛ਺͑ͯୈ２ࢠҎ߱に౰ͨる児ಐ

Ҏ外の児ಐه্ 月ֹ5
000ԁ
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高
校
生
の
通
学
費
を
助
成

対

象
次
の
受
給
要
件
を
満
た
す
生
徒

の
保
護
者

受
給
要
件

基
準
日（
令
和
6
年
９
月
１
日
）

現
在
に
お
い
て
市
内
に
住
所
を
有

し
、
高
等
学
校
等
に
通
学
し
て
い

る
生
徒
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合

・
市
内
に
通
学
し
、
自
宅
か
ら
学

校
ま
で
の
道
の
り
が
10
㎞
以
上

あ
る
こ
と
。

・
市
外
に
通
学
し
、
自
宅
か
ら
学

校
ま
た
は
、
自
宅
か
ら
最
寄
駅
、

ど
ち
ら
か
近
い
方
ま
で
の
道
の

り
が
10
㎞
以
上
あ
る
こ
と
。

助
成
金
額

年
額
２
万
５
千
円

申
請
書
交
付
・
提
出
先

教
育
総
務
課（
市
役
所
３
階
）、

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

※
申
請
の
際
に
は
学
校
長
の
証
明

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
間

９
月
2
日（
月
）

　
　
～
令
和
�
年
２
月
28
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

教
育
総
務
課
総
務
係

☎（
55
）５
１
４
９

'BY（
22
）３
１
４
７

児童手当制度が変わります
ྩ和6೥10月͔らɺ児ಐ手౰๏のվ正に൐い੍౓͕มΘりますɻ

主な改正内容
ᶃ所ಘ੍͕ݶఫഇされます
ᶄ支څର৅͕ߍߴ生まͰ֦大されます
ᶅୈ3ࢠҎ߱のଟࢠՃࢉ分͕૿ֹ͠ます
ᶆଟࢠՃࢉのࢉ定ର৅͕22歳の೥౓຤まͰのࢠまͰ֦大͠ます
ᶇ手౰の支څճ਺͕೥6ճにͳります

以下の方は制度改正に伴い、手続きが必要です。
生のみΛཆҭͯ͠いる家ఉߍߴ・
٫下されͨํ・権͕ফ໓څ௒աにΑりडֹݶ౓にͯɺ所ಘ্੍چ・
生΋ཆҭͯ͠いるํߍߴいͯɺͯ͠څ児ಐ手౰Λडࡏݱ・
ˠ市ΑりҊ಺Λૹ付ͯ͠いますɻఏग़ݶظまͰに下ه૭ޱまͰఏग़くͩさい・

・児ಐ手౰支څର৅児ಐ͕２人Ҏ্いͯɺྩ和̓೥３月31日まͰに19歳～22歳のํ΋ཆҭͯ͠いる家ఉ
ˠ�೚ҙਃ告にͳりますɻ下ه૭ޱまͰおӽ͠いͨͩく͔ɺウェブサイトΑり֬ೝ書Λμウンϩーυͯ͠ఏ
ग़ͯ͠くͩさいɻ　

ఏग़10/16　ݶظ（水）˞ ඞண
˞児ಐ手౰Λ所ଐΑり支څされͯいる公務һ౳͸ɺ所ଐி΁手ଓ͖Λ֬ೝͯ͠くͩさいɻ

現況届の取り扱いについて
ຖ೥６月にड֨ࢿڅの֬ೝのͨΊɺگݱಧのఏग़͕ඞཁにͳる৔߹͕ありますɻ（原ଇ͸不ཁとͳりまͨ͠ɻ）
下هに֘౰するํ͸ɺ市͔ら௨஌͕ಧ͖ますのͰ๨れͣにఏग़ͯ͠くͩさいɻ
ͳおɺگݱಧのఏग़͕不ཁͳํͰ΋生ܭのத৺とͳる者の֬ೝ・৹査͸行Θれますɻ
・഑ۮ者͔らの๫ྗ౳にΑりɺॅ民ථのॅ所地とҟͳる市۠ொଜ͔らडͯ͠څいるํ
・支څཁ݅児ಐのށ੶͕ͳいํ
・離ࠗٞڠதͰ഑ۮ者とผͯ͠ډいるํ
・そのଞ市͔らఏग़のҊ಺͕あͬͨํ

◎問い合わせ…ࢠ育てࢧԉ՝ࢠ育てࢧԉ܎
　　　　　　　ὸʢ55ʣ5094 'BYʢ22ʣ1547
　　　　　　　または֤ࢧॴ஍Ҭৼڵ՝市民෱܎ࢱ

改正前（R6.9月分まで） վਖ਼ޙʢ36�10月෼ʙʣ

①所得制限 あり ͳ͠

②支給対象児童 த学ߍमྃલまͰ（15歳の೥౓຤まͰ） 生೥代まͰ（18歳の೥౓຤まͰ）ߍߴ

③第３子以降支給額 15
000ԁ 30
000ԁ
④第３子以降加算の
　カウント方法 生೥代まͰߍߴ 大学生೥代まͰ

⑤支給回数 ೥3ճ（２ɺ６ɺ10月） ೥6ճ（２ɺ̐ɺ６ɺ̔ɺ10ɺ12月）

ৄ͠い಺༰・༷式のμウ
ンϩーυ͸ウェブサイト
Λ֬͝ೝくͩさいɻ
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家族Ͱ本に親͠Ή͖͔ͬけに
ϒοΫεςοϓ事業　ֆຊଃఄηレϞχー
　�月18೔、ೋຊদਤॻؗͰֆຊのଃఄηϨϞχʔ͕ߦΘΕ、
ᐩ
ㆾ ㆙ ㆨ ㆄ ㆉ

౯ՖͪΌΜʹֆຊʮͣ͜͢Ίの΅͏͚Μʯ͕ ଃΒΕ·ͨ͠ɻࢢͰ
͸、ϒοΫελʔτۀࣄͱͯ͠4Χ月ࣇʹ、ϒοΫεςοϓۀࣄͱ
ʹҭͯࢠのօ͞ΜʹແྉͰֆຊΛ഑෇͍ͯ͠·͢ɻࣇࡀ4・3ͯ͠
ຊΛऔΓ入ΕͨΓ、ֆຊΛ௨ͯ͡Ո଒Ͱຊʹ਌͠Έ、ਤॻؗʹ଍
ΛӡͿき͔͚ͬΛͭ͘Γ、͓͞ࢠΜの݈΍͔ͳ੒௕ΛԠԉ͠·͢ɻ

ΊͰͨくຬ１̌̌歳

౉
㇏㆟ㆪㆹ

ᬒ య
ㆤ ㆭ ㆓

ηେാʣݪさΜʢࢠ

Նのࢥいग़
市内֤஍ͰՆࡇΓ
　֤஍ͰՆࡇΓ͕։͞࠵Ε、ॵ͞Λਧきඈ͹͋͢ؾ׆;ΕΔΠϕϯτʹࢢ಺֎͔Βଟ͘のํ͕๚Ε、ೋຊ
দのՆΛຬ٤͍ͯ͠·ͨ͠ɻ　

　͜の世ʹ生Λड͚ͯҰ世لɻ
　７月30೔ʹ౉ᬒయ͞ࢠΜ͕ΊͰͨ͘ຬ100ࡀΛܴ͑ΒΕ、ೋຊদ
Β͸լणঢ়ͱ໦ഋ͕ଃΒΕ·ͨ͠ɻ౉ᬒ͔ݝΒ͸լणঢ়、෱ౡ͔ࢢ
͞Μの௕णのൿ݃͸ʮ޷き͍ݏͳ͘ԿͰ΋৯΂Δ、نଇਖ਼͍͠生׆
ΛૹΔʯ͜ ͱͩͦ͏Ͱ͢ɻ·͢·͢の͝௕णΛ͓فΓ͍ͨ͠·͢ɻ

2.0帖

他、本宮・郡山に展開中

店舗QR

他、本宮・郡山に展開中

レンタル収納
二本松竹田店オープン!!

まずはお気軽にお問合せください
郡中丸木株式会社ストレージ事業部　☎070-6615-2687

2ヵ月無料
キャンペーン中！

レンタル収納賃貸用地
オーナー同時募集キャンペーン中！キャンペーン中！

にほんまつのՆ祭りɺにほんまつ城ใ館Ն祭りɺ市民交流センターՆ祭りɺஐࢠܙのཬ安達Ն祭り



5೥Ϳりの࣮ࢪ
தֶੜւ֎೿ݣ事業ʮ市民のཌྷʯ
　７月26೔͔Β８月̎೔·Ͱࢢ௕Λஂ௕ͱͯ͠、ࢢ಺தֶߍの୅ද生ె10人͕ΞϝϦΧ߹ऺࠃʹ೿͞ݣ
Ε·ͨ͠ɻʮࢢຽのཌྷʯ͸ࢠͲ΋͕ͨͪࣾࡍࠃձ΁のཧղΛਂΊ、ࡍࠃతࢹ఺ʹཱͬͯࣾձ׆動ʹࢀՃͰ
きΔ人ࡐのҭ੒Λ໨తͱ࣮ͯ͠ࠓ、͍ͯͯ͠ࢪճͰ28ճ໨ʹͳΓ·͢ɻೋຊদࢢ出਎のྺऀֶ࢙ேՏ؏
Ұത࢜Ώ͔Γの஍Λ८Γ、ϗʔϜεςΠΛ௨ͯ͠現஍の人ͱަྲྀΛਂΊ·ͨ͠ɻ

まちの話題
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౔ΛकるͨΊにઓ໋ͬͨΛ͠のͿڷ
ೋຊদগ೥ୂݦজࡇɾุલࡇ
　７月28೔、ນ຤のฺୢઓ૪ೋຊদのઓ͍Ͱ、ڷ౔ΛकΔ
ͨΊʹઓ͍、໋ΛࢄΒͨ͠ೋຊদগ೥ୂΒΛ͠のͼ、ݦজࡇ
、͔΄෣ͳͲ͕൸࿐͞Εͨ݋ಐʹΑΔࣇߍ಺খֶࢢ、ΘΕߦ͕
ೋຊদগ೥ୂ࡞จ・ײ૝จίϯΫʔϧදজ͕ࣜߦΘΕ·ͨ͠ɻ
গ೥ୂの໋೔ʹ͋ͨΔ29೔ʹ͸、ೋຊদগ೥ୂุ前ߦ͕ࡇ
ΘΕ、গ೥ୂ࢜Βの້෱ΛفΓ·ͨ͠ɻ

地ํ೿ݣのडけೖれ
ॳ೚ߦ੓ݚम
  /10๏人Ώ͏きのཬ౦࿨;Δ͞ͱ
ͮ͘ΓٞڠձͰ͸、৽࠾ن༻͞Εͨ
मΛड͚入ݚݣՈެ຿һの஍ํ೿ࠃ
Ε͍ͯ·͢ɻ೶Ոຽ॓ʹ॓ധ͠೶࡞
ͨ͠ݧमͰମݚ、Λͨ͠Γݧのମۀ
͜ͱΛجʹ஍Ҭੑ׆ԽのͨΊ੓ࡦఏ
ҊϓϨθϯςʔγϣϯΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

９月２７日（金）　午前１１時 供養開式
二本松斎場にて（二本松市槻木257-5）
受付　当日 ９時～１１時　人形・五月人形・提灯など
会員様 １体 ５０円 一般の方 １体 １００円　お気軽にお問合せください　℡ 0120-03-5598

人形・提灯供養祭開催します



伊
いとう
東 千

ちは る
晴くん(油井)

令和４年生まれ/ ２歳
父：裕太さん　　母：若菜さん
いつも満点の笑顔！産まれたその日から太
陽みたいな存在だよ。これからも元気で思
いやりのある子に育ってね。

安
あんざい
齋 慶

けい ま
真くん(油井)

令和５年生まれ/ １歳
父：真司さん　　母：奈津希さん
けいま１歳のお誕生日おめでとう♡けいま
が生まれてきてくれて毎日幸せいっぱいで
す。これからもすくすく成長してね♪♪
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わが家のアイドル
就学前のお子さんを誕生月にご紹介します。10月号に掲載
を希望される方は、９月５日（木）までに写真とコメント（50
字程度）をお寄せください。※ウェブサイトからの申し込み
も可能です。（秘書政策課秘書広報係）

～９月生まれのおともだち～

國
こくぶん
分 颯

そう た
太くん(郭内)

令和３年生まれ/ ３歳
父：祐也さん　　母：博子さん
新幹線が大好きなやんちゃ坊主☆２つ上の
お兄ちゃんは颯太の頭の匂いが大好き！
兄弟仲良く大きく育ってね！

岡
おかで
出 怜

れお ん
穏くん(市海道)

平成30年生まれ/ ６歳
父：勇二さん　　母：花奈子さん
おんちゃん6歳おめでとう☆元気いっぱい
やんちゃ坊主のおんちゃんが大好きだよ♡
たくさん思い出つくろうね♪

ೋຊদୈҰதֶߍのੜె͕৬৔ମݧʹ͖ました
　�月9೔、10೔の2೔ؒ、ೋຊদୈҰதֶ͔ߍΒ4人の生ె͕ೋຊদࢢ໾ॴΛ๚Ε、৬৔ମݧΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ
഑ଐઌͱͳͬͨൿॻ޿ใ܎Ͱ͸、Ұ؟ϨϑΧϝϥΛखʹ、ி಺֎ͰऔࡐΛ͢ࡌܝ、͍ߦΔ಺༰ʹ͍ͭͯΈ
ΜͳͰҙݟΛ出͍͋͠、4/4ࣜެࢢのൃ৴΍ϓν޿ใͮ͘ࢽΓʹҰ生໋ݒऔΓ૊Έ·ͨ͠ɻ

写真を撮って インタビューをして どんな文章と
写真にしようかな

作った内容は、
課内の確認を受けて

全世界に向けて
発信！

大変なこともありましたが
とても参考になり、たのしく
働くことができました。

とても楽しく働くことができ
ました。写真を撮ったり、
文を考えたりするのが大変で
した。

どんな仕事をしているのかな
どの疑問が解決され働くこと
の楽しさ、大変さを知ること
ができました。

初めて市役所に入るのが凄く
緊張しましたが、楽しく体験
することが出来ました。言葉
選びが難しいと思いました。

江
えじり
尻 有

ゆう ご
冴くん(油井)

令和３年生まれ/ ３歳
父：吉男さん　　母：めぐみさん
「ジャーン、モモからうまれたゆうごろー、
参上！（桃太郎のように元気に明るく育っ
てね！）」

中
なかじま
島 旭

あさひ
くん(竹田)

令和５年生まれ/ １歳
父：拓実さん　　母：由貴さん
初めてのお誕生日おめでとう！いつもニコ
ニコ笑顔のあさが大好きだよ！これからも
毎日たくさん想い出作っていこうね！

山
やまなか
中 健

けんたろう
太郎くん(郭内)

令和元年生まれ/ ５歳
父：太郎さん　　母：遥さん
野菜もひらがなも頑張っててかっこいいお
兄さんへ一直線！遊ぶのも泣くのも全力！
これからも山中家に嵐を巻き起こしてね。
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育児教室（９月）

４カ月児健康診査（予約制）
対象者 期　日 場　所 受付時間

令和６年４月３日～５月４日生 ９/4（水） 安達保健福祉センター １２：１5～１２：35令和６年５月５日～５月２6日生 ９/２5（水） １２：30～１２：50

10カ月児健康診査
・‌対象者は満１0カ月を迎えた方です。（まだの方は、１歳前まで受診できま
すので早めに受けましょう）
・‌個別健診で実施していますので、問診票と「１0カ月児健康診査のお知らせ」
（４カ月児健診時に配付）をご覧になり、実施医療機関に予約の上、受診し
てください。

１歳６カ月児健康診査（予約制）
対象者 期　日 場　所 受付時間

令和４年１２月２２日～
　　　　　令和５年１月１4日生 ９/６（金） 安達保健福祉センター １２：30～１3：00

令和５年１月１5日～２月２6日生 ９/２6（木） １２：１5～１２：45

３歳児健康診査（予約制）
対象者 期　日 場　所 受付時間

令和３年１月８日～２月２6日生 ９/２0（金）
安達保健福祉センター

１１：50～１２：30
令和３年２月２7日～３月１8日生 １0/ １（火） １１：50～１２：30
令和３年３月１9日～４月１２日生 １0/ １0（木） １２：40～１3：２0

実施日 場　所 内　容 受付時間

9/2（月） 二本松保健センター

保健・栄養・歯科相談 ９：00～１１：00岩代保健センター

９/１7（火） 安達保健福祉センター東和保健センター
９/18（水） 安達保健福祉センター こころの健康相談 13：30～15：30
＊相談担当　保健相談…保健師、栄養相談…栄養士、歯科相談…歯科衛生士
　　　　　　こころの健康相談…臨床心理士
◆電話等での予約を受け付けています。待ち時間も軽減できますので、ぜひ
　予約しておいでください。
◆体調が悪い場合は参加はご遠慮ください。
◆健診結果の相談もできますので、健診結果、お薬手帳（ある方）をご持参く
　ださい。

乳幼児健康診査

定例健康相談 健康増進課成人保健係☎（５５）５10９ Fax（23）1714

離乳食ふれあい教室（予約制）
対　象　離乳食開始から１歳程度のお子さんと保護者
日　時 期　日 場　所 時　間

９/２4（火） 安達保健福祉センター ９：00～１２：00１0/3（木） ★岩代保健センター
　※個別相談となります。電話やアプリ等で申し込みください。
　※★の回は、一緒に離乳食を作ります。

２歳児健康相談（予約制）
対象者 期　日 場　所 時　間

令和４年７月１日～
７月3１日生

９/１２（木） 二本松保健センター ９：00
～１１：30１0/ ２（水）安達保健福祉センター

　※個別相談となります。電話やアプリ等で申し込みください。

フリー相談（予約不要）
場　所 こども家庭センターMum（安達保健福祉センター内）
内　容　乳幼児の身体測定や相談を行います。

　　　　　※電話での相談も受け付けます。

助産師相談（予約制）
場　所 こども家庭センターMum（安達保健福祉センター内）
内　容　乳房の手入れ、育児・授乳相談、体重測定など
日　時　毎週月・水曜日　９：00～１２：00

乳幼児健康相談 こども家庭課母子保健係☎（５５）５110 Fax（23）1714

こども家庭課母子保健係☎（５５）５110 Fax（23）1714健 康 と
　 育 児 の
ひ ろ ば
　 育 児 の

※「予約制」のものについては、事前に電話等でご予約ください。
※母子手帳アプリ「母子モ」からの予約も可能です。

母子手帳アプリ
「母子モ」の
ダウンロードは
こちらから

（利用料は無料）

地域 場所 日　時 行事内容等 問い合わせ

安
達

地域・子育て支援センターぷらす
（認定こども園まゆみぷらす内）

３日（火）、27日（金） 11：50～ 地域・親子昼食会
地域・子育て支援
センターぷらす
☎（24）8347

※ 内容等詳細はお
問い合わせくだ
さい。

５日、19日 （木） 10：00～12：00 栄養相談・身体測定
６日、20日 （金） 10：00～11：00 プレスクール
９日、30日 （月） 10：00～11：30 親子制作
10日、24日 （火） 10：30～11：00 認定こども園の先生と遊ぼう
17日 （火） 10：30～11：00 お誕生会
通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） ９：30～16：30 年齢制限なし（保護者同伴）

地域・子育て支援センターDen
（認定こども園まゆみ併設）

１日 （日） ９：00～12：30 パパたちのための支援センター開放day

地域・子育て支援
センターDen
☎（24）6745

※ 内容等詳細はお
問い合わせくだ
さい。

２日（月）、17日（火） 10：00～10：30 赤ちゃんひろば
５日、12日、19日、
26日 （木） 10：00～、

10：30～
絵本の読み聞かせ、
体を動かそう（リズム遊び）

６日、20日 （金） ９：30～11：00 作って遊ぼう（親子制作）
７日 （土） 11：20～12：30 こども食堂カレーの日　＊要予約
９日（月）、18日（水） 17：30～ こども食堂
10日、24日 （火） ９：30～11：30 身体測定・栄養相談
11日 （水） 10：30～ 園内見学27日 （金） 14：00～
14日（土）、18日（水） 11：50～ 親子昼食会
25日 （水） 10：30～ お誕生会　
通常開放：毎日（日・祝日を除く） ９：00～16：30 年齢制限なし（保護者同伴）

岩
代

岩代保健センター 12日 （木） 9：45～11：00 うんどうかいごっこをしよう
小浜保育所
☎（55）2124

26日 （木） 9：45～11：00 おえかきやぬりえをしよう
岩代地域小浜子育て支援センター
（小浜保育所内） 通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） 8：30～13：30 年齢制限なし（保護者同伴）

いわしろさくらこども園 通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） 8：30～13：30 年齢制限なし（保護者同伴） いわしろさくらこども園
☎（57）2709

東
和

東和保健センター ３日 （火） 9：45～11：00 お絵かきやぬり絵を楽しもう
とうわこども園
☎（24）8125

10日 （火） 9：45～11：00 親子ふれあい遊びをしよう
東和地域子育て支援センター
（とうわこども園内） 通常開放：毎日（土・日・祝日を除く） 8：30～13：30 年齢制限なし（保護者同伴）
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催
　
　
し

市役所
　二本松市金色４０３-１
　☎（２３）１１１１
安達支所
　二本松市油井字濡石１-２
　☎（２３）１２２１
岩代支所
　二本松市小浜字北月山２７
　☎（５５）２１１１
東和支所
　二本松市針道字蔵下２２
　☎（４６）２１１１
市ウェブサイトアドレス
https://www.city.

      　　 nihonmatsu.lg.jp/

お
知
ら
せ

inform
ation

開催日 会　場 催事等の内容 開始時間 問い合わせ
̕/15
（日）

コンサート
ホール 福島県߹এ発ද会 13：00 大୩

☎090（149�）0221
̕/19
（໦）

市民交流
センター ೥金ग़ு相談会 10：00～

15：00
֗֯の೥金相談センター福島
☎024（531）3838

̕/22
（日）

コンサート
ホール

݁੒15प೥！ଓ・チェϨ大ँײ祭
～5人のふるさと΁15！πΞー！～福島編 14：00 ౻ࠤ

☎090（8254）1�89
̕/29
（日）

コンサート
ホール

ୈ23ճ
二本松市๜楽と෣གྷの会 13：00 市川

☎（22）5369

【９月】催事等のご案内　　˞ೖ৔ྉ等、詳しくはお問い合わせください。

「
に
ほ
ん
ま
つ
ハ
ジ
メ
テ
会

vol.

７
～
ざ
く
ざ
く
っ
と
秋

を
味
わ
お
う
」

「
に
ほ
ん
ま
つ
ハ
ジ
メ
テ
会
」と

は
、
新
た
に
二
本
松
市
で
暮
ら
し

始
め
た
方
が
地
域
に
な
じ
み
、
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
ま
た
、
参

加
者
同
士
の
新
た
な
つ
な
が
り
の

場
と
な
る
よ
う
な
交
流
会
で
す
。

今
回
は
、
国
田
屋
醸
造
の
大
松

佳
子
さ
ん
の
指
導
で
本
市
の
郷
土

料
理「
ざ
く
ざ
く
」を
作
り
な
が
ら
、

お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
二
本
松

市
の
秋
を
楽
し
む
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日

時

９
月
19
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
1
時

場

所

安
達
公
民
館

調
理
室

対

象
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

定

員

10
人
程
度（
先
着
順
）

参
加
費

１
０
０
０
円

申
込
期
限

９
月
17
日（
火
）

※
託
児
希
望
の
方
は
９
月
２
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

秘
書
政
策
課
総
合
政
策
係

【
移
住
相
談
窓
口
】

☎（
24
）７
１
２
０

Fax（
22
）７
０
２
３

安
達
地
域
防
災
訓
練
が
開
催

さ
れ
ま
す

災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
を

円
滑
で
的
確
に
実
施
で
き
る
よ
う

地
域
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日

時

９
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

場

所

安
達
運
動
場
・
体
育
館

訓
練
内
容

通
報
・
避
難
・
救
出
・
応
急
救

護
・
消
火
・
炊
き
出
し
訓
練
、
小

学
生
参
加
に
よ
る「
腕
用
ポ
ン
プ

放
水
訓
練
」

注
意
事
項

・
当
日
は
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
等
も
あ

り
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
え

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
訓
練
内
容
に
よ
り
、
皆
様
の
携

帯
に
エ
リ
ア
メ
ー
ル（
緊
急
速

報
メ
ー
ル
）が
送
信
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

安
達
支
所
地
域
振
興
課

市
民
福
祉
係

☎（
23
）１
２
２
５

Fax（
22
）５
９
５
４

家
族
介
護
教
室

介
護
を
し
て
い
る
方
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し
た
ヨ
ガ
教

室
で
す
。

日

時

9
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

場

所
二
本
松
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

日
本
間

内

容
ス
ト
レ
ス
発
散
や
腰
痛
予
防
が

で
き
る
ヨ
ガ
体
操

講

師
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
子
氏

対
象
者

市
内
在
住
の
介
護
を
し
て
い
る

方
や
介
護
に
興
味
の
あ
る
方

定

員

20
人（
先
着
順
）

参
加
費

無
料

持
ち
物

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
で
き
る
も

の
、
お
持
ち
の
方
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

申
込
期
限

9
月
20
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

二
本
松
第
１
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎（
62
）２
２
２
３

Fax（
62
）
７
６
５
５

教
室
・
講
座

二
本
松
市
発
明
く
ふ
う
展

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
作
品
が

出
品
さ
れ
ま
す
。

日

時
９
月
�
日（
土
）、
8
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会

場
市
勤
労
者
研
修
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
…

商
工
課
商
工
振
興
係

☎（
55
）５
１
２
０

'BY（
22
）８
５
３
３

二本松地域　福祉センター　９月５日（木）13：00～15：00
無　料

人権・行政
相談所
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自
衛
官
募
集

募集種目 採用資格 受付期間 試験日

防Ӵ大学ߍ学生

ਪન

18歳Ҏ্21歳ະຬの者
ઐ３೥ߴまͨ͸（ؚࠐݟ）ଔߴ
の者（ؚࠐݟ）मྃ者࣍
�˞ਪનの֨ࢿについͯ͸下هまͰ
お໰い߹Θͤくͩさいɻ

̕/̑
～̕/̕

̕/21ɺ22
総߹બൈ 21/࣍̕１

࣍２ 10/26
Ұൠ ～10/1� ࣍１ 11/ ２

࣍２ 11/30～12/ ̐˞
防ӴҩՊ大学ߍҩ学Պ学生 ～10/ ̕ ࣍１ 10/19

࣍２ 12/11～13˞
防ӴҩՊ大学؃ߍ護Պ学生
（自Ӵ؃ิީ׭護学生） ～10/ ２ ࣍１ 10/12

࣍２ 11/23ɺ24˞
˞についͯ͸ɺいͣれ͔1日Λࢦ定されますɻ
◎問い合わせɾࢿྉ੥ٻ先…ੜڥ؀׆՝ɾ֤ࢧॴ஍Ҭৼڵ՝またはࣗӴୂ෱ౡืूҊ内ॴὸ024	545
7995

職種 採用予
定人員 主な職務内容 受験資格

؃護ࢣ ̑人 ಛผཆ護老人ホーϜ౳においͯ
ೖ所者の؃護ۀ務౳にैࣄ

・؃護ࢣまͨ͸।؃護ࢣの֨ࢿΛ༗ͯ͠いる者
　（3�.3まͰにऔಘࠐݟの者ΛؚΉ）

介護৬һ１
（介護福࢜ࢱ） 10人

ಛผཆ護老人ホーϜ౳においͯ
ೖ所者の介護ۀ務౳にैࣄ

・454.4.2Ҏ߱に生まれͨ者
・介護福֨ࢿ࢜ࢱΛ༗ͯ͠いる者
　（3�.3まͰにऔಘࠐݟの者ΛؚΉ）

介護৬һ２
（無֨ࢿ） ̑人 ・�3�.3にߍߴଔࠐݟۀみɺまͨ͸)10.4.2Ҏ߱

に生まれͨߍߴଔۀҎ্の者
˞ී௨自動ंӡస໔ڐΛ༗する͜と（औಘࠐݟみՄ）͕ ཁ݅とͳりますɻ֨ࢿ௨ڞ

令和７年度 あだち福祉会 職員募集

Ԡื２/̕　ؒظ（月）～30（月）
બߟ೔　10/11	金）
˞そのଞɺر๬にԠͯ͡ਵ࣌ड付΋行いますɻ
˞�ৄ ͠く͸ɺࣾ会福ࢱ๏人あͩͪ福ࢱ会ホーϜϖージΛ
͝ཡくͩさいɻ

◎問い合わせɾਃしࠐΈ…
ࣾձ෱ࢱ๏ਓ͋だͪ෱ࢱձ ๏ਓຊ෦事຿ہ

　ʢಛผཆޢ࿝ਓϗーϜ҆ୡϲ͋ݪだたら૳内ʣ
　ὸʢ62ʣ0515

市民講座のご案内
 日時 会場 対象者 定員 費用 申込期限 かんたん申請

　　　　　とんぼ玉ストラップ作り体験　  講師　朝倉　八百五 氏
　　　　　　色とりどりのガラスを溶かして作る「とんぼ玉」。個性豊かな作品作りに挑戦してみませんか。
９/29（日）
・午前の部：10：00～正午
　（岩代公民館集合9：45）
・午後の部：13：00～15：00 
　（岩代公民館集合12：45）

講師工房
（岩代公民
館から送迎

します）

市内在住または
在勤の方

（お子様は小学校
4年生以上）

各回5人
ずつ 1,000円 ９/19

（木）

申込方法　各公民館に備え付けの申込用紙、電話、FAXもしくは上記QRコードからかんたん申請でお込みください。
◎問い合わせ・申し込み…岩代公民館 ☎(55)2260 Fax(55)2070

募
　
　
集

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

来
年
度
入
学
生
募
集

募
集
学
科

入
学
試
験

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山

☎
０
２
４（
９
４
４
）１
６
６
３

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

☎
０
２
４
１（
27
）３
２
２
１

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

☎
０
２
４
４（
26
）１
５
５
５

浜校 会津校 郡山校
⑦
ロ
ボ
ッ
ト
・
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
学
科

⑧
機
械
技
術
科

⑨
自
動
車
整
備
科

⑩
建
築
科

④
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科

⑤
電
気
配
管
設
備
科

⑥
自
動
車
整
備
科

①
精
密
機
械
工
学
科

②
知
能
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

③
建
築
科

試験（選抜） 出願期間 試験日

ਪનೖ学ࢼ験
	学ߍਪનܕ
બൈ）

/̕1�～2� 10/ ̐

ਪનೖ学ࢼ験
（総߹ܕબൈ）10/21～29 11/ ６

前の෦ޕ

の෦ޙޕ
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「
に
ほ
ん
ま
つ
城
報
館
」で

飲
食
品
を
販
売
し
ま
せ
ん
か

募
集
期
間

10
月
５
日（
土
）～

　
　
　
　
　
　
　
11
月
20
日（
水
）

※
11
月
２
日（
土
）～

　
　
11
月
４
日（
月
・
休
）を
除
く
。

利
用
施
設

に
ほ
ん
ま
つ
城
報
館「
休
憩
ラ

ウ
ン
ジ（
バ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
含

む
）」（
68
㎡
）

※
客
席
部
分
60
㎡
、

バ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
８
㎡

設
備
等

・
電
源（
コ
ン
セ
ン
ト
の
み
）、
水

道
、
IH
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
、

電
子
レ
ン
ジ
、
冷
蔵
庫

※
ガ
ス
使
用
不
可

募
集
対
象
者

次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る
方

・
飲
食
品
等
を
販
売
で
き
る
方

・
暴
力
団
関
係
者
以
外
の
方

使
用
料

１
時
間
当
た
り
３
３
０
円

（
８
時
間
以
上
の
場
合
は
一
律

２
６
４
０
円
）

申
込
期
限

９
月
15
日（
日
）

そ
の
他

・
食
品
衛
生
法
上
の
許
可
申
請
等

営
業
に
必
要
な
手
続
き
は
申
込

者
自
身
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
同
じ
日
程
に
つ
い
て
申
込
み
が

複
数
あ
っ
た
場
合
は
、
内
容
等

を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
…

に
ほ
ん
ま
つ
城
報
館

☎（
22
）６
６
３
０

Fax（
22
）６
６
３
８

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と

き
は
届
出
が
必
要
で
す

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き

は
ご
自
身
が
所
有
す
る
森
林
で

あ
っ
て
も
、
森
林
法
に
定
め
る
地

域
森
林
計
画
の
対
象
区
域
内
の
場

合
は
、
伐
採
開
始
日
の
90
日
か
ら

30
日
前
の
間
に「
伐
採
及
び
伐
採

後
の
造
林
の
届
出
書
」の
提
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
災

害
等
緊
急
時
な
ど
を
除
く
。）

対
象
区
域
の
確
認
に
つ
い
て
は
、

下
記
ま
で
電
話
等
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（
福
島
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
森
林
計

画
図
で
も
確
認
で
き
ま
す
。）

森
林
の
土
地
の
所
有
者

　
　
　
　
　
　
　
届
出
制
度

市
内
の
森
林
の
大
半
は
、
森
林

法
に
定
め
る
地
域
森
林
計
画
の
対

象
区
域
と
な
っ
て
い
て
、
区
域
内

の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、

90
日
以
内
に「
森
林
の
土
地
の
所

有
者
届
出
書
」の
提
出
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

地
目
が
山
林
で
は
な
く
て
も
、

現
況
が
森
林
の
場
合
は
該
当
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
取
得
し
た
土
地
が
地

域
森
林
計
画
の
対
象
区
域
内
で
あ

る
か
、
左
記
ま
で
電
話
等
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
福
島
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る

森
林
計
画
図
で
も
確
認
で
き
ま

す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
…

農
業
振
興
課
農
林
管
理
係

☎（
55
）５
１
１
８

Fax（
22
）８
５
３
３

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

規
制
地
域
に
広
告
物
を
表
示

す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す

９
月
１
日
～
10
日
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
て
い

る
ポ
ス
タ
ー
、
立
看
板
、
広
告
板
、

広
告
塔
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
都

市
計
画
区
域
内
等
の
規
制
地
域
に

表
示
す
る
た
め
に
は
、
市
の
許
可

が
必
要
で
す
。

国
で
は
、
屋
外
広
告
物
の
適
正

化
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
屋
外

広
告
物
適
正
化
旬
間
を
設
け
て
い

て
、
市
も
意
識
啓
発
等
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
必
要
な
情
報
を
伝
え
る
だ
け

で
な
く
、
街
に
賑
わ
い
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
広
告
物
が
無

秩
序
に
氾
濫
す
れ
ば
、
良
好
な
景

観
を
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、
落

下
、
倒
壊
に
よ
る
危
険
や
交
通
安

全
上
の
問
題
も
発
生
し
ま
す
。

安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

都
市
計
画
課
計
画
係

☎（
55
）５
１
２
８

'BY（
23
）１
１
９
７

暮

ら

し

URL http://www.satou-gumi.co.jp

▶▶ 住んでみませんか！ ◀◀

今、人気のユーミーマンション
自然災害に強い

TEL ２２－８５５８

低 家 賃 宣 言

株式
会社 佐藤組
二本松市表1丁目552 -7

協賛 ユーミーあだたら協力会

安心快適賃貸！

相続遺言の無料相談会

０２４３-２４-６５８５

355

本宮駅

線
本
北
東

道
車
動
自
北
東

安達太良
サービスエリア

司法書士 行政書士
おおたま法務事務所

大玉村役場

N

大玉村立大玉中

304

304

146

4

事前予約制（お電話でお申込下さい）ご予約ダイヤル

相談会場

専門家

おおたま法務事務所

司法書士
行政書士

丹治 泰弘
（福島県司法書士会 福島支部 支部長）

福島県安達郡大玉村 玉井字的場８６番地１メープルハイム的場Ｃ号室

9/4【水】11【水】18【水】25【水】
4日間開催 事前予約制 １０：００～１５：００
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大
山
忠
作
美
術
館

休
館
の
お
知
ら
せ

展
示
替
え
の
た
め
、
休
館
と
な

り
ま
す
。

休
館
日

９
月
24
日（
火
）～
30
日（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

大
山
忠
作
美
術
館

☎（
24
）１
２
１
７

二本松市シルバー人材センター入会説明会　９月10日（火） 13：30～14：30
　　会場 二本松市シルバー人材センター（若宮２-69）☎（23）5099

9
月
10
日
は
下
水
道
の
日

ご
自
宅
の
排
水
が
ど
こ
に
流
れ

て
い
る
か
ご
存
じ
で
す
か
？

下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
る
ご

家
庭
で
は
、
生
活
排
水
は
全
て
下

水
道
を
通
し
て
処
理
場
に
運
ば
れ

ま
す
。
下
水
道
管
は
と
て
も
長
く
、

汚
水
以
外
の
固
形
物
が
入
っ
た
り
、

油
分
が
固
ま
っ
た
り
す
る
と
、
流

れ
が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。

マ
ン
ホ
ー
ル
に
汚
水
が
溜
ま
り
、

地
上
へ
溢
れ
る
事
態
と
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
で
共
有
す
る
下
水
道

管
を
長
く
使
い
続
け
る
た
め
に
も
、

適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

流
し
て
は
い
け
な
い
も
の

・
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
油
脂
類

・
水
に
溶
け
な
い
紙
類
・
布
類

ま
た
、
下
水
道
の
整
備
区
域
に

お
住
ま
い
で
、
ま
だ
下
水
道
に
接

続
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
接
続

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

上
下
水
道
課
下
水
道
管
理
係

☎（
55
）５
１
３
８

Fax（
62
）１
０
３
３

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　
　
　
　
　
　
独
自
の
給
付

付
加
年
金
と
は
…

第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入

被
保
険
者
が
付
加
保
険
料（
月
額

４
０
０
円
）を
プ
ラ
ス
し
て
納
付

す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

付
加
さ
れ
る
年
金
額

２
０
０
円

　
　
　
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方

は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き

ま
せ
ん
。

※
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
の
納
付

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
納
付
期

限
は
翌
月
末
日（
休
日
・
祝
日

の
場
合
は
翌
営
業
日
）で
す
。

寡
婦
年
金
と
は
…

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間（
免
除
期
間
を

含
む
）が
10
年
以
上
あ
る
夫
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
、
10
年
以
上
継

続
し
て
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
が
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

※
亡
く
な
っ
た
夫
が
、
老
齢
基
礎

年
金
・
障
害
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
た
場
合
、
ま
た
、
妻
が

老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
て

受
給
し
て
い
た
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

死
亡
一
時
金
と
は
…

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
月
数
が
36
月
以
上
あ

る
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
な
く
亡

く
な
っ
た
と
き
は
、
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
た
遺
族
が
死
亡
一
時
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
給
額

12
万
円
～
32
万
円

※
保
険
料
の
納
付
月
数
に
応
じ
て

異
な
り
ま
す
。

※
付
加
保
険
料
の
納
付
月
数
が
36

月
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
８
５

０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
遺
族
が
、
遺
族
基
礎
年
金
の
支

給
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
寡
婦
年

金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
ど

ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
ま
す
。

※
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
権
利
の

時
効
は
、
死
亡
日
の
翌
日
か
ら

２
年
で
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請

求
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の

所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年

金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

新
た
に
受
け
取
り
の
対
象
に
な

る
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

９
月
頃
か
ら
順
次
、
請
求
可
能
な

旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

送
付
さ
れ
た
方
は
、
同
封
の
は

が
き（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

請
求
書
）に
記
入
し
、
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

次
の
支
給
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上
で
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
て
い
る

②
請
求
さ
れ
る
方
の
世
帯
全
員
の

市
町
村
民
税
が
非
課
税

③
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他

の
所
得
額
の
合
計
が
8�
万
８
９

０
０
円
以
下

◎
問
い
合
わ
せ
…

国
保
年
金
課
国
保
年
金
係

☎（
55
）５
１
０
６

'BY（
22
）１
５
４
７

東
北
福
島
年
金
事
務
所

☎
０
２
４（
５
３
５
）０
１
４
１

'BY
０
２
４（
５
３
５
）３
５
２
９

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

予
約
受
付
専
用
電
話

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
８
９
０

年
　
　
金

そ

の

他

૬ଓ/Ҩݴແྉ૬ஊձ
◇10月 1 日（火）午後６時～８時

◇二本松市勤労者研修センター２階（郭内北小隣り）
◎電話で石川までご予約下さい。　◎相続遺言に係る文書作成に関する
相談会です。　◎守秘義務を守りますので安心してご相談下さい。
〈相談員〉行政書士  菅野光夫（☎52-2912）
佐藤直人（油井字前作171）

相 続 サ ポ ー ト あ だ ち

秋山孝雄（諸越谷86-1）石川晃雄（原セ諏訪236）
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東和地域のॳ秋の๚れΛ告͛る
東和ふるさと祭り͕開࠵されますɻ
೔　࣌　̕/ （̓౔）
　　　　12：00　開会式ɺ໛ٖళɺ
　　　　　　　　��εテージイϕント
　　　　19：00　花Րଧ্ͪ͛
৔　ॴ　東和จ化センターறं৔　　　　
◎問い合わせ…
　　　　　౦࿨;ΔさとࡇΓ࣮ߦҕһձ事຿ہ
　　　　　ʢ౦࿨ࢧॴ஍Ҭৼڵ՝内ʣ
　　　　　ὸʢ66ʣ2490 'BYʢ46ʣ4122

ଧ্ͪ͛花Ր͕秋Λ࠼る
 東和ふるさと祭り

ো͕い͕あるํのܳ術・จ化׆動Λ௨ͯ͡ɺো͕
い者ɺ介護者おΑͼ市民のօさんにɺΑりҰ૚の
交流ΛਂΊͯいͨͩくͨΊɺ音楽祭Λ開͠࠵ますɻ
内　༰
　֤ஂ体にΑるεテージ発දɺハϫイΞンόンυ
のϚώϩεターζwithϑラチーϜの公ԋɺ֤ো
͕い者ࢪઃの׆動展ࣔɺお՛ࢠ΍໦޻੡඼౳の自
ओ੡඼ൢച
೔　28/̕　࣌（౔）13：00（開৔12：30）
৔　ॴ　安達จ化ホール
ೖ৔ྉ　無料
その他　手話௨༁͕ありますɻ
◎問い合わせ…෱ࢱ՝ো͕い෱܎ࢱ
　　　　　　　ὸʢ55ʣ5113 'BYʢ22ʣ1547

音Λ௨ͨ͠楽͠いふれあい
 ほんとの空ふれあい音楽祭

೔　10　࣌/ ６（日）14：00
ձ　৔　ଠాॅ民センター
ೖ৔ྉ　த学生Ҏ্　1
000ԁ
　　　　খ学生　500ԁ　
　　　　ະब学児　無料
ԋ　ऀ　Ұൠࣾஂ๏人東ژミュージカルΞンサンブル

市民とのڠಇにΑる地域ͮくり支援ۀࣄ
ミュージカル劇「さんしょう太夫」

੨空の下に広͕る赤そば
ാΛࢄ策͠まͤん͔ɻ

ʣ　̕月下旬～10月த旬ࠐݟʢࠒݟ
৔　ॴ　下川崎東๺166�1ほ͔
։Ֆࣜ　̕/28（౔）10：00
˞会৔にͯྗڠ金のґཔありɻ

秋Λ࠼るϐンΫ色の花
 赤そば祭り

◎問い合わせ…
　;ΔさとωοトϫーΫ508"
ὸ090ʢ1938ʣ6863 ؒٱࠤ　

◎問い合わせ…҆ୡࢧॴ஍Ҭৼڵ՝஍Ҭৼ܎ڵ
　ὸʢ23ʣ1221 'BYʢ23ʣ8241

ˢ৔ॴのৄࡉ

ॅみ׳れͨ二本松Ͱɺ自分ら͠く安৺ͯ͠฻らͯ͠
いくͨΊに～地域͙るみͰྸߴ者ٮ଴Λ防͝う～
 高齢者虐待防止講演会
೔　10/16　࣌（水）14：00～15：30
ձ　৔　二本松市໾所　正ி
務所ࣄ࢜ࢱ୩川ࣾ会福　ࢣ　ߨ
　　　　ࣾ会福࢜ࢱ　୩川ͻとみࢯ
　　　　˞ಉ࣌手話௨༁Λ行いますɻ
ఆ　һ　50人（ઌணॱ）
ೖ৔ྉ　無料
ਃํࠐ๏　下هまͰి話にͯおਃ͠ࠐみくͩさいɻ
◎問い合わせ…ྸߴ෱ࢱ՝௕ण෱܎ࢱ
　　　　　　　ὸʢ55ʣ5114 'BYʢ22ʣ1547

安णとͮ͠Ԧの࢞ఋ愛Λத৺にಠ自
のεタイルͰද͠ݱ ʮͨ山

㆕㇓㆗㇇ㆄㆠ㇆ㆄ
ᑦଠ෉ʯの

ミュージカルܶΛ্ԋ͠ますɻ
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ハンυメイυ作家͕୮ਫ਼͜Ί੍ͯ作ͨ͠作
඼΍άルメ͕Ұಊ੎ͧΖいɻقઅ͝とにม
ΘりΏく作඼͔らおؾにೖりΛݟつけͯみ
まͤん͔ɻ
೔　28/̕　࣌（౔）ɺ29（日）
　　　　10：00～16：00
৔　ॴ　にほんまつ城ใ館屋಺外

ॳ秋のおͰ͔けに！
 お城山ルシェ

◎問い合わせ…ʹ΄Μまͭ৓報館
　　　　　　   ὸʢ22ʣ6630 'BYʢ22ʣ6638

二本松の二本松の二本松の菊菊菊人形人形人形
「シーズンパスポート」販売中！

ɻܗ೥Ͱ68ճ໨Λܴ͑る二本松の菊人ࠓ
！間தɺԿ౓Ͱ΋ར༻Ͱ͖るおಘͳシーζンύεポートΛൢചͯ͠いますظ
ൢചؒظ ～10/31（໦）
ड෇৔ॴ　ޫ؍課（市໾所２֊）ɺ֤支所地域振ڵ課
ൢചՁ֨　大人1
500ԁ　ো͕い者手ாΛおͪ࣋の （ํ大人）1
000ԁ
　　　　　（௨ৗೖ৔料　大人 900ԁɺো͕い者手ாΛおͪ࣋の （ํ大人）�00ԁ）
ύεϙートൃߦまͰのྲྀΕ
　ᶃ�૭ޱͰਃࠐ書にඞཁ߲ࣄΛهೖ͠ɺ本人֬ೝ͕Ͱ͖る΋の（Ϛイφンόーカーυɺ
　　ӡస໔ূڐɺ保ূݥͳͲ）Λఏࣔͯ͠くͩさいɻ
　ᶄ代金Λお支෷いい͖ͨͩɺύεポートΛお౉͠͠ますɻ
ར༻࣌の஫ҙ
・�ύεポートのར༻͸͝本人༷にݶりますɻ͝ೖ৔の際に本人֬ೝのͨΊɺ
　਎分ূのఏࣔ౳Λおئいする͜と͕ありますɻ
・ฆࣦͨ͠際の無料࠶発行͸ग़来まͤんɻ
のύεポートฦ٫ɺ代金ฦ金͸いͨ͠まͤんɻޙೖߪ・

ୈ68ճ二本松の菊人ܗ　テーϚ͸ʮࢵ式部ʯ

◎問い合わせ…ೋຊদ٠ӫձ事຿ہʢޫ؍՝内ʣ ὸʢ55ʣ5122 'BYʢ22ʣ8533

ʮ菊ࢣʯのٕΛ間ۙͰ体験！
「菊付け体験教室」参加者募集
఻౷の菊人ܗΛ支͑るʮ菊ࢣʯとҰॹにɺ菊人ͮܗくりΛ体験
ͯ͠みまͤん͔ɻ
೔　13/̕　࣌（金）ɺ25（水）14：00～16：30
৔　ॴ　にほんまつ城ใ館
डߨྉ　無料
ର　৅　市಺ॅࡏまͨ͸ۈࡏͰ菊人ܗ・菊ࢣにڵຯのあるํ
ఆ　һ　10人（ઌணॱ）
ࢣ二本松菊ӫ会　菊　ࢣ　ߨ
ਃࠐక੾　̕/ （̕月）
ਃํࠐ๏　ޫ؍課（市໾所2֊）ɺ֤支所地域振ڵ課ɺ֤ॅ民
　　　　　センターにඋ͑付けのਃࠐ書にهೖのう͑ɺ下ه
　　　　　まͰおਃ͠ࠐみくͩさいɻ
˞�ਃࠐ書͸市おΑͼ市ޫ؍࿈ໍウェブサイト͔ら΋μウン
ϩーυͰ͖ますɻ

◎問い合わせɾਃしࠐΈ…
　ೋຊদ٠ӫձ事຿ہʢޫ؍՝内ʣ
　ὸʢ55ʣ5122

'BYʢ22ʣ8533

菊
人
形

◆開催日
　7月27日（土）～9月23日（
※8月26日以降は金・土・日・祝のみ営業

◆営業時間　19時～21時
◆ロープウエイ往復＋入場料
　大人1,500円／小人1,000円

あだたら高原リゾート TEL：0243-24-2141

ロープウェイ乗車＋入場料
（本券を切り取り、ご持参ください。1枚につき5名様迄有効）

特別割引券

　7月27日（土）～9月23日（　7月27日（土）～9月23日（
◆開催日◆開催日

ロープウェイ乗車＋入場料
（本券を切り取り、ご持参ください。1枚につき5名様迄有効）

特別割引券
山岡行政書士事務所

― 無 料 相 談 受 付 中 ！ ―
○相 続　　　○遺 言　　　○離 婚
○贈 与　　　○その他
行政書士　山 岡　憲 夫（福島県行政書士会会員）
事　務　所
〒964 -0868

二本松市舘野１－３６５－１
T E L  0243-22-1617 FAX 22-1778
携帯  070-2440-1617
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大
山
忠
作
襖
絵
展
は
、

大
山
忠
作
襖
絵
展
は
、

大
山
忠
作
襖
絵
展
は
、

101010
月月月
111
日（
火
）か
ら
開
催
し
ま
す
。

日（
火
）か
ら
開
催
し
ま
す
。

日（
火
）か
ら
開
催
し
ま
す
。
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大山忠作美術館開館15प೥ه೦
 「大山忠作襖絵展」トークショー

大山忠作美術館開館15प೥ه೦
 「大山忠作襖絵展」
　　　　　　ラウンジコンサート

ʲୈ̍ճʳ
自਎Ͱ΋ֆΛඳくആ༏のΩϜラ྘

ㆿㆩ㇊㆓
と大山忠作ࢯࢠ

ըഢの௕ঁ・大
ㆈㆈ㇄ㆾ㆕ㆂ㆓
山ࢯࢠࡃとと΋にᷝֆʮ日月य़秋ʯ

のັྗͳͲΛ語ります！
೔　10/12　࣌（౔）13：30～15：00ࠒ
　　　　　　　　　（ೖ৔͸13�00～）
ొஃऀ　ΩϜラ྘ࢯࢠɺ大山ࢯࢠࡃ

ʲୈ̎ճʳ
ᷝֆʮ日月य़秋ʯのݟͲ͜Ζɺ大山作඼のັྗΛ美
術త؍఺͔らૣ川ത明ࢯと大山ࢯࢠࡃにお話͠い
͖ͨͩます！
೔　10/19　࣌（౔）13：30～15：00ࠒ
　　　　　　　　　（ೖ৔͸13�00～）
ࢯ川　ത明ૣ　ࢣ　ߨ
　　　　	美術࢙家・ݩ福島県ཱ美術館館௕


ʲڞ௨ʳ
ձ　৔ �����二本松市市民交流センター1֊ଟ໨త室
ఆ　һ　     ֤ճ100人（ઌணॱ）
Ճྉ　　無料ࢀ
ਃํࠐ๏　下ه૭ޱまͰ௚઀ɺ΋͠く͸ి話にͯお
�������������������ਃ͠ࠐみくͩさいɻ
　　　　　˞౰日のਃ͠ࠐみ͸Ͱ͖まͤんɻ
ਃࠐ։9/1　࢝（日）9：00～
ର৅ऀ　　খ学生Ҏ্
˞খத学生͸ɺ保護者のಉ൐͕ඞཁͰすɻ

◎ਃしࠐΈɾ問い合わせ…ೋຊদ市市民ަྲྀηンλーὸʢ24ʣ1215

土地/建物の登記測量調査

【土地分筆/土地地目変更/建物表題/建物滅失etc】

土地家屋調査士 大槻武志
二本松市渋川字羽黒山18-29

TEL 090-9743-2161　FAX 0243-54-2970
携帯 070-2440-1617

E-mail ootuki.takesi@ebony.plala.or.jp

気候変動などの影響により新しく購入する羽毛ふとんよりも
お手持ちの古い羽毛ふとんの方が質が高い可能性があります。

（株）鐵扇屋
てっせんや

TEL：0243-22-1322
二本松市油井字八軒町45番地

オーダーカーテン半額セール実施中

羽毛ふとん仕立て直し

良質な羽毛は押し入れの中にある！

大山忠作௕ঁ・大山ࢯࢠࡃ

೔　11/2　࣌（౔）14：00～15：00ࠒ
৔　ॴ　二本松市市民交流センター
　　　　3֊ラウンジ（美術館ಉϑϩΞ）
ԋ૗ऀ　広Ԭ　߳ࢯ（ϰΝイΦϦχεト）
ԋ૗ۂ　όοハ無൐૗ϰΝイΦϦンのͨΊのιφタ
　　　　ୈ１番ト୹ௐ　ほ͔
Ճྉ　無料ࢀ
　　　　˞डけ付け౳͸ありまͤん
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図書館だより
月͸岩代図書館の৽ண本Λ͝঺介͠ますɻࠓ

Nihonmatsu　City Public Library

相ç談ç೔　月༵～金 （༵ॕ日ɺ೥຤೥࢝͸আく）
相談৔ॴ　市໾所本ி１֊（生ڥ؀׆課લ）
ड෇12：00～00：̕　ؒ࣌ɺ13：00～15：00

消費生活センター からのお知らせ
ʮར༻֮ͨ͑͠のͳい੥ٻ（Ս空੥ٻ）ʯに

͝஫ҙくͩさい！
　੥ٻハΨΩ΍ిࢠメールͳͲにΑるɺまͬͨくࠜ
ԣ行ͯ͠いますɻ͕͜ٻのͳいՍ空੥ڌ れらに͸ɺ
ʰ自୐にग़޲くʱh੍ࣥڧ行 ͳɦͲ不安ΛあおるΑうͳ
จ言͕書いͯあります͕ɺམͪணいͯ಺༰Λ֬ೝ͠ɺ
ར༻͕֮ͨ͑͠ͳいɺ自分Ͱ͸൑அ͕付͔ͳい৔߹
に͸ɺ相手に͸ܾͯ͠࿈བྷ͠ͳいΑうに͠ɺまͣফඅ
生׆センターに相談͠ま͠ΐうɻ

◎問い合わせ…ফඅੜ׆ηンλー  ὸʢ24ʣ7200　'BYʢ22ʣ4479

ʰ:PV5Vbe౤ߘ�ฤूٕʱ
ϦンΫΞοϓ�ஶ　（技術評論社）
ੈք࠷大の動ըڞ༗・഑৴サイトͰあ
る:ou5uCeɻ動物の動ըɺΞーテΟ
εトのミュージοΫϏデΦͳͲΛ͝ཡ
にͳるํ΋いらͬ͠Όるとࢥいますɻ
ͪ͜らの本Ͱ͸ɺ(oogleのΞカウン
トΛઃ定ͯ͠コメントೖྗするํ๏΍
動ըの編集ํ๏ͳͲΛղઆͯ͠いますɻ
͜のػ会に:ou5uCeΛ࢝Ίͯみまͤ
ん͔ʁ

ʰい͔ͪͪΌΜʱ
いと͏Έく࡞�　　ʢく΋Μग़൛ʣ
΅くとい͔ͪͪΌん͸ಉい೥の
いと͜Ͱすɻい͔ͪͪΌん͸い
つ΋΅ーͬとͯ͠いるのͰɺお
฼さんͨͪ͸΅くΛとͬͯ΋ͨ
Αりにͯ͠いますɻある日ɺお
฼さんにおつ͔いΛཔまれͨ΅
く͕าいͯいるとɺい͔ͪͪΌ
んΛݟつけͯʜʜɻ

◎問い合わせ…҆ୡ஍ํ޿Ҭߦ੓૊合 ফ๷ຊ෦ɾ๺ফ๷ॺ ὸʢ22ʣ1211 'BYʢ22ʣ1355

ॅ୐༻Ր災ܯใثΛઃஔͯ͠いるのにɺい͟という࣌に正ৗに作動͠ͳければઃஔͯ͠いるҙຯ͕ありまͤんɻ
͝自୐にあるॅ୐༻Ր災ܯใث͸正ৗに作動するの͔さͬそく఺ͯ͠ݕみま͠ΐう！

点検していますか？住宅用火災警報器

ೋຊদ図書館　ὸʢ23ʣ5082　'BYʢ23ʣ5500
　休館日　�̕ / ２（月）ɺ̕（月）ɺ1�（Ր）ɺ
　　　　　24（Ր）ɺ30（月）月຤休館
　˞̕/16（月・ॕ ）ɺ23（月・休）͸開館ͯ͠いますɻ
　˞ด館࣌͸ɺؔݰ࿬のブοΫポεト΁͝ฦ٫くͩさいɻ

　おはなしのへや
　　日　時　̕/ （̓౔）10：30～11：00
　　内　容　�ʮあり͕とうʯ
　˞ಡみฉ͔ͤにڵຯのあるํɺݟ学に来ͯみまͤん͔ɻ

ॅ୐༻Րܯࡂ報ثのҡ؅࣋ཧʹͭいて

୅図書館　ὸʢ55ʣ3255　'BYʢ55ʣ3242ؠ
　休館日　̕/２（月）ɺ̕（月）ɺ16（月・ॕ ）ɺ
　　　　　22（日・ॕ ）ɺ23（月・休）ɺ30（月）月຤休館

　おはなし会（༮児͔らখ学生とその保護者）
　　日　時　̕/ （̓౔）10：00～11：00
　　場　所　岩代図書館
　　内　容　�お͸ͳ͠ɺつくͬͯあそ΅うͳͲ
みくͩさいɻࠐલに来館まͨ͸ి話にͯおਃ͠ࣄ˞

　˞お͸ͳ͠会にڵຯのある大人のํ΋͝ࢀՃいͨͩけますɻ

��１ ఺ݕϘタンΛԡす͔఺ݕͻ΋ΛҾͬுりɺ定ظతに動作֬ೝΛするɻ
��２ �ॅ ୐༻Ր災ܯใث͸ɺݹくͳるとిࢠ部඼のण໋΍ి஑੾れͳͲͰɺՐ災Λײ஌͠ͳくͳるڪれ͕ある
ͨΊɺ10೥Λ໨安に交׵するɻ

��３ ほ͜り͕付ணͯ͠いるとײ஌͠にくくͳるڪれ͕あるͨΊɺ定ظతにԚれΛ১͖औるɻ

ॅ୐༻Ր災ܯใثΛߪೖࡁみͰɺऔり付け౳Λする͜と͕ࠔ೉ͳྸߴ者΍ো͕い者ੈଳのうͪɺऔり付
け౳Λر๬するੈଳにର͠ɺফ防৬һ͕ॅ୐༻Ր災ܯใثのऔり付け౳Λ支援ͯ͠いますɻ
についͯ͸ɺ安達地ํ広域行政૊߹ホーϜϖージΛ͝ཡにͳる͔֤ফ防ॺ΁͝相談くͩさいɻࡉৄ˞

ॅ୐༻Րܯࡂ報ثのऔΓ෇͚等をࢧԉしていますʂ

◎問い合わせ… ᶃ ์ࣹੑ෺࣭ଌఆηンλー ὸʢ55ʣ5160
ᶄ ੜڥ؀׆՝ڥ؀Ӵੜ܎ʢআછ୲౰ʣ ὸʢ22ʣ1581
ᶅ ্Լਫಓ՝ਫಓ؅ཧ܎ ὸʢ55ʣ5135

ࣗՈফඅ༻೶࢈෺の์ࣹੑ෺࣭ଌఆ݁Ռʢ市ಠࣗʣ
市์ࣹੑ物࣭ଌ定センターͳͲͰଌ定ͨ͠ओͳ作物のଌ定݁ՌΛ

お஌らͤ͠ ますɻ（ଌ定೥月日：36. /̓1～31・୯Ґ：#R/Lg）

˞�市ಠ自のଌ定݁ՌͰありɺग़ ・̔ൢ ച౳の໨安とͳる݁ՌͰ͸ありまͤ んɻ

ᶃࣗՈফඅ༻೶࢈෺ଌఆ݁Ռ ᶄࢢ಺ࣹ์ڥ؀ઢྔ ᶅਫಓਫϞχλϦϯά݁Ռ

品名 測定
件数

不検
出数

検出
数

基準値超数
（100Bq/kg）

セシウム
最小値 最大値

トϚト ݅̕ ݅̕ 0݅ 0݅ 不ݕग़
ͳす ̔݅ ̔݅ 0݅ 0݅ 不ݕग़
カϘチϟ �݅ �݅ 0݅ 0݅ 不ݕग़
ΩュウϦ 6݅ 6݅ 0݅ 0݅ 不ݕग़
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฻Β͠ͷ৘ใ
Information on living

月の͝Έऩूࠓ

月のਫಓमસ౰൪ࠓ

ݙ月のࠓ ʢ݂９月ʣ
～400ml݂ݙに͝ྗڠくͩさい～

೔౰൪ҩٳ

Պ౰൪ҩࣃ೔ٳ

いますɻئड診ͯͬ࣋間に༨༟Λ࣌ͳ৔߹ΛআいͯɺͰ͖るͩけٸ・
・⁾ҹ͸ɺখ児ՊରԠҩྍؔػ
・౰番ҩ͕มߋにͳる৔߹͕ありますのͰ͝஫ҙくͩさいɻ

休日ࣃٸۓՊ౰番ҩ͸ɺٸۓͳ৔߹のԠٸॲஔతͳྍ࣏Λ໨తに開ઃͯ͠
いますɻٸۓΛཁ͠ͳい৔߹΍ߴ౓ͳྍ࣏Λඞཁとする৔߹͸ɺ௨ৗの開
にͳる৔߹͕ありますのͰ͝ߋ間にड診くͩさいɻͳおɺ౰番ҩ͕ม࣌ۀ
஫ҙくͩさいɻ

受付時間
　  9：00～11：30
　14：00～16：30

受付時間
10：00～11：30

　13：00～15：30

ɿ  ９�30ʢ月ʣݶظ月のೲ੫ ೲࠓ

国民健康保ݥ੫ （ظ３）
介護保ݥ料 （ظ３）
料ݥ者ҩྍ保ྸߴظޙ （ظ２）

■９/16（月・敬老の日）͸ɺॕ日Ͱす͕ɺ͝
み収集Λ行いますɻ
■９/20（金）～23（月）͸ɺ定ظ੔උのͨΊ
͝み収集͕休みとͳりますɻ
˞�9/16ɼ20～23͸ɺ΋とみ΍ΫϦーンセ
ンター΁のൖೖ͸Ͱ͖まͤんのͰ͝஫ҙく
ͩさいɻ

◎問い合わせ…
　΋とΈやΫϦーンηンλー ὸʢ33ʣ5499　
　ੜڥ؀׆՝ڥ؀Ӵੜ܎ 　   ὸʢ55ʣ5103

ࢴ月のදࠓ
生き生き׆動͢ΔऀྸߴαϩϯͰ
のҰຕɻ֤஍のαϩϯͰ͸շܴ͘
͍͑ͯͨͩき、ऴ࢝࿨΍͔Ͱ、ͦ
Μͳงғؾ΋͡ײऔ͍͚ͬͯͨͩ
ΔのͰ͸ͳ͍Ͱ͠ΐ͏͔ɻʮೝ஌঱
月ؒʯ、Ո଒΍஍ҬΛվΊͯ͑ߟΔ
き͔͚ͬʹͯ͠Έ͍ͯͩ͘͞ɻ

受付時間　平日9：00～17：00
(株)吉田設備　☎（54）2933

※受付時間外など、宅内の漏水で早急に
　修繕の必要がある場合は、市指定給水
　装置工事事業者へ依頼してください。

９/ １（日） みうら内科クリニック小 羽 石 ☎（22）5512

さ く ら ク リ ニ ッ ク 藤 之 前 ☎（62）3931

池 田 眼 科 医 院 本宮市本宮字仲町 ☎（34）4100

８（日） 佐藤内科胃腸科医院小 油 井 ☎（22）0174

二本松ウイメンズクリニック 亀 谷 ☎（24）1322

き く ち 整 形 外 科 油 井 ☎（23）2627

15（日） 土 川 産 婦 人 科 医 院 小 松 岡 ☎（22）0035

し か の 眼 科 油 井 ☎（62）2520

本宮市国保白岩診療所 本 宮 市 白 岩 ☎（44）2008

16（月・祝） よしだこどもクリニック小 本 宮 市 高 木 ☎（34）6418

み ず の ク リ ニ ッ ク 根 崎 ☎（23）5158

22（日） 土 川 内 科 小 児 科 小 槻 木 ☎（22）6688

渡 辺 ク リ ニ ッ ク 本 宮 市 高 木 ☎（34）3311

23（月・休） 岩 代 国 保 診 療 所 小 百 目 木 ☎（56）2461

枡 病 院 本 町 ☎（22）2828

29（日） 三 浦 内 科 医 院 小 亀 谷 ☎（23）3883

安 斎 内 科 胃 腸 科 医 院 若 宮 ☎（22）3001

鈴木皮フ科クリニック 本 町 ☎（22）6877

9/ １（日） ほんだ歯科クリニック 本 町 ☎（22）8862

８（日） 大 内 歯 科 医 院 向 原 ☎（23）0750

15（日） さとうデンタルクリニック 油 井 ☎（62）0418

16（月・祝） 伊 藤 歯 科 医 院 金色久保 ☎（22）2277

22（日） 佐 藤 歯 科 医 院 小 浜 ☎（55）2596

23（月・休） さ い と う 歯 科 医 院 針 道 ☎（46）2814

29（日） み う ら 歯 科 医 院 小 浜 ☎（55）3008

献血の際は、献血カード、献血手帳または本人確認のでき
る証明書（運転免許証・健康保険証）等をご持参ください。
期日 実施時間 場所 地域

9/7
（土）11：30～16：00 メガステージ二本松

【ダイユーエイト二本松店駐車場】二本松

９/24
（火）

9：00～10：00 コーミ金属（株）福島支店
【駐車場】 安達

10：45～11：30 天昇電気工業（株）福島工場
【旧食堂前】 安達

15：00～17：00 JCHO二本松病院
【玄関前】 二本松

※会場の都合により実施時間を変更する場合がありま
す。

※駐車場に限りがある場合があります。

◎問い合わせ…健康増進課予防管理係
☎（23）6591 Fax（23）1714
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犯罪発生状況（令和６年１月～７月末）
ೋຊদ
஍۠

҆ୡ
஍۠

୅ؠ
஍۠

౦࿨
஍۠ ෆ໌౳ ߹ 計 前೥

ର比
侵
入
盗

ۭき૥ １ １ ̎ －１
出ళ͠ߥ １ １ ̎ －̏
ͦのଞ １ ̏ １ ̑ －̑

非
侵
入
盗

ສҾき （̑̏） ８（̎） 13（̑）－７
ं্ͶΒ͍ ̐ １ ̑ ̐
ͦのଞ 14（̏） 14（̕） 19（øù） ８ 55（ùû） ùü

ࣗ転ं౪ ̎ １ ̏ －８
෺ଛյث ̎ １ ̏
住ډ৵入 １ １ ̎ １
ͦ の ଞ （̎̕） ̏ ̎ ̎ 16（̎）－øø
߹　　 計 40（８） 32（øø） 22（øù） 10 ̎ ø÷ý（úø）－̑
前೥ର比 －20 －̎ 11 6 －̑

（˞）͸７月のൃ生݅数

二本松警察署からのお知らせ

あ
だ
ち
野
の
む
か
し
物
語

昔
、
田で

ん
ち地
が
岡
に
安
達
太
郎
と
い
う
武

士
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
奥
方
は
飯

坂
城
主
佐
藤
氏
の
娘
照て
る
ひ
め姫

と
い
う
と
て
も

き
れ
い
な
人
で
、
四
歳
に
な
る
子
供
も
お

り
平
穏
な
暮
ら
し
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
京
都
か
ら
派
遣
さ
れ
た

多た
が
じ
ょ
う

賀
城
の
国こ

く
し司

は
色
好
み
で
、
国
内
の
美

女
を
我
が
も
の
に
し
よ
う
と
、
常
に
非
道

を
し
て
困
ら
せ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

飯
坂
城
主
佐
藤
氏
に「
田で
ん
ち地

が
岡
の
安
達

太
郎
の
妻
は
お
ま
え
の
娘
で
、
た
い
そ
う

美
人
と
聞
い
た
。
そ
の
娘
を
私
に
く
れ
。」

と
差
し
出
し
を
命
じ
る
無
理
難
題
を
申
し

つ
け
た
の
で
す
。

佐
藤
氏
は
、
思
い
あ
ま
り
、
婿
を
殺
し

て
、
娘
を
差
し
出
す
ほ
か
は
な
い
と
考
え

て
、
太
郎
夫
婦
に
は
自
分
が
病
気
と
偽
っ

て
、
二
人
を
飯
坂
城
に
招
い
た
の
で
す
。

照て
る
ひ
め姫
の
付
き
添
い
の
賢
い
腰こ

し
も
と元
が
謀

は
か
り
ご
とを

見
破
り
二
人
に
危
急
を
知
ら
せ
た
の
で
太

郎
は
大
い
に
驚
き
、
照て
る
ひ
め姫
を
連
れ
て
帰
ろ

う
と
し
ま
し
た
が
、
す
で
に
田で
ん
ち地

が
岡
は

多た
が
じ
ょ
う

賀
城
の
家
来
た
ち
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
や
む
を
え
ず
、
安
達
太
良
山
の

山
奥
に
し
ば
ら
く
隠
れ
潜
ん
で
い
ま
し
た
。

や
が
て
都
に
出
た
安
達
太
郎
は
、
こ
の
国

司
の
数
々
の
悪
行
を
都
の
役
所
に
訴
え
出

た
の
で
、
国こ
く
し司

は
流る

ざ
い罪

の
処
罰
を
受
け
ま

し
た
。

時
が
過
ぎ
、
安
達
太
郎
は
再
び
田で
ん
ち地

が

岡
に
戻
り
安
達
の
郡ぐ
ん
じ司

と
な
り
ま
し
た
。

『
こ
の
話
は
、
畠は

た
け
や
ま山

氏
三
代
目
の

畠は
た
け
や
ま
く
に
あ
き
ら

山
国
詮
（
幼
名
大
石
丸
）が
幼
少
の

こ
ろ
の
一
つ
の
伝
説
で
あ
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
伊だ
て
ゆ
き
と
も

達
行
朝
事
暦
に
よ
れ
ば
、

こ
の
田で
ん
ち地

が
岡
を「
国こ

く
し
だ
て

司
館
」と
呼
び
、
国

司
北き
た
ば
た
け
あ
き
い
え

畠
顕
家
が
居
館
し
て
い
た
と
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
源
頼
朝
の

奥お
う
し
ゅ
う
ひ
ら
い
ず
み
せ
い
と
う

州
平
泉
征
討
の
時
に
は
、

小お
の
だ
と
う
く
ろ
う

野
田
藤
九
郎（
安あ

だ
ち
も
り
な
が

達
盛
長
）も
居
館
し

「
殿
地
が
岡
」と
も
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、

今
は
田で
ん
ち地
が
岡
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。』

あだち野のむかし物語
安達地方広域行政組合
ウェブサイト
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二本松市
ウェブサイト
（携帯電話用）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
♥支援センターDen⑰ 定例健康相談⑰ ♥支援センターぷらす⑰ ♥4カ月児健康診査⑰ ♥両親学級⑧ ♥支援センターぷらす⑰ ♥支援センターDen⑰
◎屋外広告物 ♥支援センターDen⑰ ♥東和保健センター⑰ ♥支援センターぷらす⑰ ♥支援センターDen⑰ ♪発明くふう展⑱

適正化旬間⑳ ♥支援センターDen⑰ ♥１歳６カ月児 ♪東和ふるさと祭り㉒
（～10日） 無料人権・行政相談⑱ � 健康診査⑰ 二本松図書館㉕

岩代図書館㉕

8 9 10 11 12 13 14
♥両親学級⑧ ♥支援センターぷらす⑰ ♥支援センターぷらす⑰ ♥支援センターDen⑰ ２歳児健康相談⑰ ♪菊付け体験教室㉓ ♥支援センターDen⑰
♪発明くふう展⑱ ♥支援センターDen⑰������ ♥支援センターDen⑰ ♥支援センターDen⑰

♥東和保健センター⑰ ♥岩代保健センター⑰
◎下水道の日㉑

◎菊松くんの誕生日！

15 16 敬老の日 17 18 19 20 21
♪コンサートホール⑱ 定例健康相談⑰ 定例健康相談⑰ ♥支援センターぷらす⑰ ♥支援センターぷらす⑰ ◎ゴミ収集休み㉖

♥支援センターぷらす⑰ ♥支援センターDen⑰ ♥支援センターDen⑰ ♥支援センターDen⑰
♥支援センターDen⑰ ♪市民交流センター⑱ ♥３歳児健康診査⑰

♪にほんまつ ◎動物愛護週間
ハジメテ会⑱ （～26日）⑪

肢体不自由者
来所相談会⑪

◎ゴミ収集休み㉖ 世界アルツハイマーデー

22 秋分の日 23 振替休日 24 25 26 27 28
♪コンサートホール⑱ ◎手話言語の 離乳食ふれあい教室⑰ ♥支援センターDen⑰ ♥支援センターDen⑰ ♥両親学級⑧ ♪ほんとの空ふれあい

国際デー⑩ ♥支援センターぷらす⑰ ♥4カ月児健康診査⑰ ♥岩代保健センター⑰ ♥支援センターぷらす⑰ 音楽祭㉒
◎ゴミ収集休み㉖ ♥支援センターDen⑰ ♪菊付け体験教室㉓ ♥１歳６カ月児 ♥支援センターDen⑰ ♪赤そば祭り開花式㉒

◎大山忠作美術館休館㉑ � 健康診査⑰ ♪お城山ルシェ㉓
（～30日） ◎家族介護教室⑱

29 30
♪コンサートホール⑱ ♥支援センターぷらす⑰
◎安達地域防災訓練⑱
◎岩代公民館⑲
♪お城山ルシェ㉓

■編集と発行／二本松市総務部秘書政策課　　　☎0243（55）5096
〒964−8601　福島県二本松市金色403番地1　Fax0243（24）5040
二本松市ウェブサイト　https：//www.city.nihonmatsu.lg.jp/

この製品は、適切に管理された
FSCⓇ認証林、再生資源および
その他の管理された供給源か
らの原材料で作られています。

カレンダー
お知らせやイベントをまとめたカレンダーを掲載しています。問い合わせ先や詳しい情報は、掲載ページを確認ください。

にほんまつ

カレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダーカレンダー 　　　　カレンダー内の記号　　　　
♥… 健康と育児　　♪… イベント　　　◎… その他

… 市民相談　　　 … 図書館事業　　⑩等… 掲載ページ

2024 September

９月

・ イベントの開催の有無については、各ページに記載のお問い合わせ先へご確認ください。
・ ｢今月のごみ収集｣および｢休日当番医｣｢休日緊急歯科当番医｣は26ページ『暮らしの情報』をご覧ください。

 人口と世帯　８/ １現在（前月比）　注：現住人口
・人口　男 24,884人（－10）　女 25,546人（－23）　計 50,430人（－33）　・世帯数　19,826世帯（+ ７）
　　　　〈７月の人口の動き：出生 13人、死亡 65人、転入 115人、転出 96人〉

【赤そばの花（下川崎）】【曼珠沙華とポーチュラカ（安達ヶ原）】




